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者であるか（以下，[Pr-Pe] と [Pe-Pr] と呼ぶ）という実現型による特徴においても文の場合と異
なる。 
連体修飾による所有表現には，所有動詞による連体修飾のほか属格構造が含まれるが，属格構






本論文は大きく，序章，第 1 章：本稿に直接関連する先行研究，第 2 章～第 4 章（第Ⅰ部）：
























第 7 章の結論では，第 1 章から第 6 章までの考察を踏まえ，まず，7.1 では第Ⅰ部で扱った所
有動詞による構文について，7.2 では第Ⅱ部で扱った所有動詞の連体修飾節と属格構造について，
それぞれの考察の結果明らかになったことを示す。続く 7.3 では所有表現における文法化および































                                                        
1 世界の様々な言語に見られる譲渡可能性(alienability) による文法的な区別が Lyons (1968)，Clark(1978)， 



















0.3.2. 表記について   
 本稿においては，「所有者(Possessor)」，「所有物(Possessee)」の略称として「Pr」，「Pe」を用い
る。[所有者+動詞+所有物] や [所有者-POSS所有物] の形式で表れたものは [Pr-Pe]型と呼び，
[所有物+動詞+所有者] や [所有物-POSS所有者] の形式で表れたものは [Pe-Pr]型と呼ぶ。所有動
詞による連体修飾節を指す場合は，[Pr V Pe]，[Pe V Pr] と記す。 




所有者(Pr)〉〈S=所有物(Pe)〉として捉えられる。その他，Adv は副詞(Adverb)，Q は数量詞(Quantifier) 
の略称として用いる。 
第 6 章においては，日本語と韓国語の属格構造を扱う。属格構造の表記は特に断りのない限り， 






                                                        
2 河野六郎(1947) によるハングル字母と転写に用いるローマ字は次の通りである。 
母音：ㅏ a, ㅑ ia, ㅘ oa, ㅓ e, ㅕ ie, ㅝ ue, ㅗ o, ㅛ io, ㅜ u, ㅠ iu, ㅐ ai, ㅒ iai, ㅙ oai, ㅔ ei, ㅖ iei,  
ㅞ uei, ㅚ oi, ㅡ y, ㅣ i, ㅢ yi, ㅟ ui／ 子音：ㄱ g, ㄷ d, ㅂ b, ㅈ j, ㅋ k, ㅌ t, ㅍ p, ㅊ c, ㄲ gg, ㄸ dd, ㅃ bb,





する)』モニター公開データ (2009 年度版) の書籍 3,000 万語のうち，文学ジャンルを主な資料と
する。用例抽出には，国立国語研究所公開の索引検索ツール「中納言」の語彙素検索を用いる。
必要によってはオンライン検索システム NLB (NINJAL LAB for BCCWJ) を利用し，参考となる情
報を提示する。 
韓国語の資料は，現代韓国語の研究・教育用に作られた『21 세기 세종계획 연구，교육용 현대 
국어 균형 말뭉치（21 世紀世宗計画研究・教育用現代国語均衡コーパス(以下，KNC と称する)）』
の書き言葉(written)のうち，小説作品(Imaginar)を主な資料として用いる。検索システムは KNC の



















































めとする従来の研究では属格構造の典型的な意味関係(Prototypical Conceptual Relations) もしくは
中核的(Core) および，周辺的な(Peripheral/Marginal) 意味関係について論じているものが目立つ。 
同時にこれらの意味関係をすべて「所有」として扱うべきか否かという議論も常に行われてい
る。例えば，Taylor(1989, 1999) は「所有」を主に人間と所有物の間に成り立つ意味関係(Relation 
of Ownership) を指すとして，比較的狭い範囲の中で扱っている一方，Heine(1997: 22)3 は人間に
限らず非情物(Inanimate) の所有者(Possessor) も含めてより広く捉えている。 
他方，Langacker(1993) は所有の典型的なタイプとして「所有権(Ownership)／全体‐部分
(Part-Whole)／親族関係(Kinship Relations)」を挙げており，Stassen(1997) は「譲渡可能所有(Alienable 
Possession)」「一時的所有(Temporal Possession)」「譲渡不可能所有(Inalienable Possession)」4「抽象
                                                        
3 Heine(1997) は認知言語学の立場から述語による所有表現，特に「have-construction」と名詞による所有表現を
取り上げ，両構造の関連性とともに所有構造の表す基本的な概念のスキーマについて論じている。 
4 Inalienability に注目した名詞の区別は，メラネシア諸語の所有標示に関する論考である Lévy-Bruhl(1914)から







的所有(Abstract Possession)」といった 4 つのタイプに分け，「譲渡可能所有」を中核的・典型的な
ものとし，「一時的所有」「譲渡不可能所有」を周辺的なものとして扱っている。「抽象的所有」
は上述の 3 つのタイプの外側に位置づけられている。 
さらに，所有関係の意味論的な分類と関連の深い概念として，前掲の「有情物対非情物(Animate 
vs. Inanimate）」: Heine(1997), Clark(1978)，「譲渡可能対譲渡不可能(Alienable vs. Inalienable)」: 
Nichols(1992), Svorou(1993), Stassen(1997) のほか，「位置的・空間的近接性(Contiguity of Location 







一方，30 言語を対象に「所有」について調べている Clark(1978) によると，英語には以下の 4
つの構造の区別があり，このような区別は他の多くの言語にも見られるという。 
 
（1） a.   There is a book on the table.   (existential) 
      b.  The book is on the table.     (locative) 
      c.  Tom has a book.             (have possessive) 
      d.  The book is Tom’s.           (be possessive) 
                                                     (Clark 1978: 87) 
 
上掲の (1a) a book ，(1b) the book と場所辞 on the table の関係は，(1c) a book，(1d) the book 
と Tom に平行的であるが，後者の (1c) (1d) は有情物が Loc（場所）として実現されている点で
前者と区別されると説いている。さらに，(1a) (1c) では対象が不定(indefinite) であるのに対して，
(1b) (1d) では対象が定(definite) であると述べ，対象名詞の「定性」による違いも指摘している。 
Clark(1978) は「名詞句の配列順」「名詞句の定性」「名詞の有情性」に注目して上述の 4 つの構
造を区別しているが，これらをすべて所在(locationals) に基づく構造と看做している点において
は Lyons(1968) と同じ立場である。 
ついでに，前掲の英語の例の対応構造に用いられる日本語の動詞としては「ある/いる」を提示
している5 が，（2）の所在(Locative) のところに「いる」のみを挙げていることや，所有(Possess) 
に「ある」のみを挙げていることなど，情報の正確さに問題がある。 
 
（2）  Existential       Locative   Possess1   Possess2 
       iru [+animate]    iru          aru          aru 
aru [-animate]                          (Clark 1978: 103-104) 












































































































（5） なにか質問したいひとはありませんか。 (寺村 1982) 








（8） [X がこんなことを言う人である] を満たす X の値が空でない。  












＜措定文(predicational sentence)：「A は B だ」＞ 
「A で指示される指示対象について，B で表示する属性を帰す。」という意味構造を持つ。 











＜(倒置)指定文(inverted specificational sentence)：「A は B だ/ B が A だ」＞ 
「誰が(＝どれが)…であるか」という疑問文とそれに対する答えを単一文のなかで実現してい
る文である。A は世界のなかの個体を指示する働きを一切もたず，非指示的である。 





このように，倒置指定文「A は B だ」における A(変項名詞句)は，[ X が NP である]という命




山佑司 2003: 75-76,89）。 












次に，第 6 章(属格構造) での考察の際には，前掲の概念に加え，西山佑司(2003) の [NP1の NP2] 
の分類についても考える必要がある。 
西山佑司(2003: 16) は [NP1 の NP2] が表す表現自体の「言語的意味」に重点を置いて，次の五
つのタイプを区別している6。 
 
（12） 西山佑司(2003: 16) による [NP1の NP2] の分類 
  a. タイプ [A] ：  NP1と関係 R を有する NP2 
   b. タイプ [B]  ： NP1デアル NP2 
 c. タイプ [C]  ： 時間領域 NP1における，NP2 の指示対象の断片の固定 
  d. タイプ [D]  ： 非飽和名詞(句) NP2 とパラメータの値 NP1 
  e. タイプ [ E]  ： 行為名詞句(句) NP2 と項 NP1 
 
(12) の分類における決定的な要因としては，「「NP1 の NP2」における「NP1 の」が叙述性をも
つかどうか，NP2 が飽和名詞であるかそれとも非飽和名詞であるか，さらには NP2 が項構造を要
求するか否か(西山佑司 2003: 49)」を挙げている。 
西山佑司(2003) の観点からすると，「妹のセーター」と「女性のセーター」の「言語的意味」
はいずれも「NP1 と関係 R を有する NP2」であり，「タイプ [A]」に当てはまる。一方，「女性用
のセーター」の場合は，「NP1デアル NP2」に言い替えられるということから「タイプ [B]」に属
すという。 
「言語的な意味」に注目した西山佑司(2003) の分類は，日本語の「NP1 の NP2」の多様なタイ
プの特徴を捉えるのに役に立つ。ところが，属格構造と所有動詞による連体修飾の機能の違いお
よび日韓対照言語学的な観点に焦点を当てている本稿の立場からすると，実現した「構文の中で
の NP2 に対する NP1 の意味機能」にとりわけ注意を払うことが肝心である。名詞句の意味機能は
当然ながら構文を離れては決まらないケースもあるわけで，多かれ少なかれ語用論とも関わって
いる。さらに，「言語的な意味」だけを重視すると，例えば，日本語では形容動詞をはじめ，意
味的に形容詞に準ずる名詞が NP1 にきた場合，容易に「NP1 デアル NP2」に言い替えられ，前掲
                                                        
6「3 匹の豚」「二台の自転車」のような「数量詞+の+名詞」や「あのひと」「例の教師」「ある種の賄賂」のよう
な「限定辞+名詞」は考察の対象外としている(西山佑司 2003: 52)。 
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象表示部分) + 解説(属性表示部分)」という有題文の形で表されると説いている。 
一方，「事象叙述」については，「特定の時空間に実現するイベント (出来事) を述べるもので
ある。構造的には，個々のイベントを表す動詞(動詞述語)を主要部 (head) とし，それに補足語 (項











（13）                  カテゴリー属性 
           内在的属性                 単純所有属性 
属性             所有属性 
            非内在的属性             履歴属性 
(益岡隆志 2008: 7) 




























































 本章の構成は次の通りである。まず 2.1 では，日本語と韓国語の存在文に関する先行研究につ
いて概観する。2.2 では用例抽出について，2.3 では分類方法について記す。 






























   (ⅰ) 場所存在文            (例：机の上にバナナがある)（中立叙述） 
   (ⅱ) 所在文                    (例：おかあさんは，台所にいる) 
   (ⅲ) 所在コピュラ文   (例：おかあさんは，台所です) （措定文9） 
   (ⅳ) 倒置指定所在文  (例：その部屋には誰がいるの？…洋子がいるよ)（総記） 
   (ⅴ) 存現文       (例：おや，あんなところにリスがいるよ)（中立叙述） 
 
（15） 場所表現を伴わないタイプ 
   (ⅰ) 実在文                  (例：ペガサスは存在しない) 
   (ⅱ) 絶対存在文          (例：太郎の好きな食べ物がある) 
   (ⅲ) 所有文                  (例：山田先生には借金がある) 
   (ⅳ) 準所有文              (例：フランスには国王がいる) 
   (ⅴ)   リスト存在文      (例：甲: 母の世話をする人はいないよ。 
                   乙: 洋子と佐知子がいるじゃないか。) 













                                                        
9 「措定文(predicational sentence)」とは，西山祐司(2003: 123) によると，「A で指示される指示対象について，B
で表示する属性を帰す」と規定される「A は B だ」のコピュラ文のことを指す。西山祐司(2003: 128) は，「「A







「L ニ S ガイル/アル」という形式にたいする帰属存在文の読みとは，＜L がしかじかのメンバーからなる集ま
りを表し，S の指示対象がそのメンバーに該当する＞という読みである。この場合，L は場所辞ではない。S
は指示的名詞句である。                                       (西山佑司 2004: 173) 
 
次に，金水敏(2006) では，「ある」「いる」の使い分けおよび場所名詞句の統語的位置に注目し





以下に金水敏(2006: 20-30) の存在文の分類を代表的な例とともに示す。 
 
（16） 空間的存在文 
・所在文      例）お父さんは（｛会社/アメリカ/どこか｝に）いる。 
・生死文，実在文  例）お父さんはもう{??ありません/いません}。 
｛ペガサス/シャーロック・ホームズ/神様/幽霊/宇宙人｝はいます（いません）。 
・眼前描写文   例）あ，子供が｛いる/*ある｝。 
 
（17） 限量的存在文 
・部分集合文      例）最近は，教科書以外の本は一冊も読まない学生が｛いる/ある｝。 
・初出導入文      例）昔，ある山奥の村に，太郎という男の子が｛いた/あった｝。 
・疑似限量的存在文  例）昔，太郎という男の子がある山奥の村に｛いた/*あった｝。 
・所有文  
語彙的所有文    例）私には 婚約者が｛ある/いる｝。 
統語的所有文    例）私には結婚を約束した人が {ある/いる}。 
疑似所有文     例）私には婚約者が北海道に {*ある/いる}。 


































박양규(1975: 94) によると，「B 에(게)10 A 가 있다（B に A がある/いる）」が「所有の表現」で
ある場合は，B や A に「所在の表現」の場合と異なる「共起制約」があるという。「共起制約」
の一例として有情性と無情性による「体言選択の制約」を取り上げ，「所有の表現」における「B 에」






ており，「A は常に B を前提とするため，これらの分離はこれら自体の破壊や変質を意味する」
と付け加えている。 
 




（18） 저 책상에 설합이 있을까?      （あの机に引き出しがあるだろうか？） 
（19） 저 책상에 시계가 있을까?      （あの机に時計があるだろうか？） 
（20） 저 책상에 내 시계가 있을까?   （あの机に私の時計があるだろうか？） 



















次に，韓国語の助詞「-에」と「-로」の用法を網羅的に扱っている 남기심(1993: 14) では，自












                                                        
11 「単語結合論」に基づいて「-에格」の用法に着目している研究としては趙義成(1996) が挙げられる。趙義成







ものの他に，「2 つの NP が所有-被所有の関係を表すもの」を取り上げ，それぞれの統語構造





（21） NP1-이  NP2-에  있다/없다 
（22） NP1-에/에게(한테)  NP2-이  있다/없다 






表 1.「있다」による「所在文」と「所有文」(유현경 1998: 204-221 を要約) 
 所在文 所有文 
項構造 
(NP1 에)  NP2 가   Adj 
(～に)    ～が   ある/いる 
NP1 에   NP2 가   Adj 
～に    ～が  ある/いる 
二重主格文 
の成立 
일층(에/*이) 전화기가 있어서 
一階(に/が)  電話が   あって 
아내(에게/가) 몸살 기운이 있어서 




전화기는  일층에  있으므로 
電話が    一階に  あるから 
→ 일층에  있는   전화기 
   一階に   ある   電話 
나에게도  선약이  있다 
私にも    先約が  ある 
→ ?나에게  있는  선약 
   私に   ある   先約 
NP の機能 
主体尊敬「-시-」は NP2 가と呼応 
→ NP2 가が主語，NP1 에は場所 
主体尊敬「-시-」は NP1 에と呼応 







나는  집에｛*꽤，잘｝있다 
私は  家に｛かなり，よく｝いる 
나는  집에  있겠다 (未来意志) 
私は  家に  いる    
너는  집에  있어라 (命令) 
あなたは 家に いろ 
나는   돈이 ｛꽤，*잘｝있다 
私は  お金が｛かなり，よく｝ある 
*나는  돈이  있겠다 (未来意志) 
 私は お金が ある    
*너는  돈이  있어라 (命令) 
 あなたは お金が あれ  
                                                        
12 성광수(1979: 64-67) は，철수가 돈이 많다(チョルスが お金が 多い)という文の NP1と NP2を両方とも「主語」 
とみなしている。格標識をもった内面構造の 「a. 철수에게 돈 많다 (チョルスに お金 多い)」から 「b. 철수에게  
돈이 많다 (チョルスに お金が 多い)」のように，一次主語化の過程を経て，「c. 철수가 돈이 많다 (チョルス 
がお金が 多い)」のように，随意的な二次主語化が起こった結果，二重主語文が形成されると捉えている。 
 述語の格構造によって「돈(お金) → 돈이(お金が)」という「客格の主語化」が義務的であるのに対し，「与 












（23） a.    (NP1 에)         NP2 가 V (存在文) 
        b.   NP1 에게/가  NP2 가 V   (所有文) 
      c.   NP1 에게       NP2 가 V   (存在･所有文) 
(장미라 2002: 65-67) 
 
従来の研究を検討すると「所有文」の特徴として ① 二重主格構文の成立，②「NP1 에/에게/가 













詞句と主語名詞句が述語に先行する「NP に/で NP がある前」「NP に/で NP があった後」のよう
な用法は本章で取り上げる。 
韓国語における「있다」の用例については，KNC の書きことば(written)のうち，小説(Imaginar)
に絞って形態素単位で検索をかけると 42,229 例14 が得られた。検索された例を前方から 1 万例の
ところで区切った後，補助動詞「-아/어 있다（ている）」をはじめ，「-고 있다（ている）」「-ㄹ 
수 있다(できる) 」「-ㄹ 필요가 있다(する必要がある)」「-ㄹ 리가/-ㄹ 턱이 있나(するはずが
/するわけがない)」「-는 한이 있어도(することがあっても) 」「-에/에게 있어서(にとって/に
                                                        
13 이완응(1929)，박승빈(1935)，최현배(1937)，李熙昇(1955)，성광수(1976)，서정수(1991)等。 
14 유현경(1996: 200) によると，3,000 万文節を対象とした「있다」の頻度数調査の結果，580,874 の頻度で現れ，





同様，場所名詞句と主語名詞句が述語の前に置かれる「NP 에/에서 NP 가 있기 전(～に/で～が
ある前) 」「NP 에/에서 NP 가 있은 후(～に/で～があった後)」のような表現は本章で取り上げ
る。 
 

































表 2. 本稿の分類‐日本語と韓国語における存在文 















もっぱら主語名詞句 S の様態(副詞)を問題にする文である。 
特定の空間を限定することはできない。S は指示的名詞句である。 
所有文 
指示対象 NP1を取り上げ，NP2 でもって特徴づける文である。 




ある」の形で「NP1 の NP2 は Q
だ」という意味構造を有する。 
- 
[NP-TOP NP-LOC V]型 
処格措定存在文 
「NP1 は NP2 にある/いる」の形でもって「NP1は NP2 だ(倒置不可)」
という意味構造を有する。 
[NP-TOP NP-INS V]型 
具格措定存在文 
- 
「NP1 는 NP2 로 있다」の形で
もって「NP1 는 NP2 이다(倒置不
可)」という意味構造を有する。 
実在文 
西山(2003) に倣う。2 個の M1, M2 を仮定し，M1において指示対象
をもつ表現 A が，M2においてはその対応物を有する/有しない，と
いうことを述べる文であり，主語名詞句 S は指示的名詞句である。 
倒置指定存在文 







西山(2004) に倣う。L は L と語用論的に関連している個物の集まり
を表し，S の指示対象は L のメンバーに該当する」S は指示的名詞
句である。 
絶対存在文 








と呼ぶ) と，特定の空間と関わりのないもの (以下,「非空間的存在文」と呼ぶ) に二分類する立
                                                        




















































表 3.〈場所存在・所在文〉の語順別割合 (597 例) 
  語順 ある いる 
場所存在・所在文 
LS/S  62.3% (165 例) 47.3% (157 例) 
SL/L  37.7% (100 例) 52.7% (175 例) 
























S の数量に関する情報が現れている例も少なからず見受けられる。数量詞を含む 52 例中 81% 
が「(L)S ある/いる」に当てはまる。数量の示し方を見ると，「S が Q」タイプ，「Q の S」タイプ，
「S の Q」タイプが現れている。「ある」においては「S が Q」タイプが目立つ一方，「いる」に
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次に，「〈主語 S〉+〈場所 L〉+ある/いる」および「〈場所 L〉+ある/いる」の例を取り上げる。 
主語名詞句が明示されている例を見ると，「S は L にある/いる」の形が一般的である。ただし，
「いる」においては従属節を成している例が多く，「S が L にいる」の例も比較的高頻度(37%)を
示している。以下に「〈主語 S〉+〈場所 L〉+ある/いる」の典型的な例を示す。 
 
（43） 彼女のアパートは恵比寿にあったからだ。 〔OB3X_00140〕 
（44） 実家は電車で北に三十分ほど行った町にある。 〔OB6X_00083〕 
（45） この日，塚本氏は，東京にいて，別荘には，彼女と…〔OB3X_00091〕 











（51） そんなら朝までここにいるよ。動くの，めんどくさい。 〔OB6X_00016〕 













表 4.〈生起存在文〉の語順別割合  
  語順 ある いる 
生起存在文 
S 70.1% (82 例) - 
(起点/着点)LS 21.4% (25 例) - 
LS 8.5% (10 例) - 
計 100% (117 例) - 
 
 文脈から出来事の起こる場所が明らかであり，L が省略されている例，または特定の場所に関








に言った。                                                     〔OB6X_00125〕 
（54） 「今日はビデオがありますので，じゃあスクリーンの正面に」世話役の教授が案内する。 
                                     〔OB6X_00205〕 
（55） もどって聞けば，夜中に地震があって…                 〔OB1X_00135〕 
 

















（60） 一昨日の夜になって，久慈駅の遺失物係から，署に問い合わせがありましてね 〔OB2X_00134〕 
 
一方，（61）～（63）のように，L が出来事の生じる場所を示す例はわずか 8% に過ぎない。




（62） 一週間ほどして，家の前で，水道管の工事があったんですよ。 〔OB2X_00204〕 
 
（63） 「三週間ほど前にあのマンションの前で，人が自転車に撥ねられて亡くなるという事故が 



























表 5.〈様態存在文〉の語順別割合 (94 例) 





S-Adv 81.8% (9 例) 37.3% (31 例) 
Adv 18.2% (2 例)  56.6% (47 例) 
L-Adv 0% (0 例)  2.4% (2 例) 
Adv-L 0% (0 例) 2.4% (2 例) 
SL-Adv 0% (0 例) 1.2% (1 例) 
計 100% (11 例) 100% (83 例) 
 
構造に目を向けると，「ある」の場合は，現れた 11 例中 9 例は主語と副詞が明示された S-Adv 








（65） 私の心は，常に皆様とともにある。 〔OB6X_00087〕 
 
一方，「いる」の場合は，S は省略され，副詞のみが現れた Adv の例が 56% の大きい割合を























2.4.2.2.  所有文 
〈所有文〉は，指示対象を取り上げて「〈所有物〉がある/いる」でもって特徴づける，すなわ
ち意味的に措定構造を有する。表れた構造に注目すると，以下の表に示すように，所有物のみが
明示された形式が最も目立つ。なお，所有者(Possessor)，所有物(Possessee) はそれぞれ Pr，Pe と
記す。 
表 6.〈所有文〉の語順別割合 (1,045 例) 
  語順 ある いる 
所有文 
Pe 52.8% (497 例) 52.4% (54 例) 
Pr-Pe 45.6% (432 例) 47.6% (49 例) 
Pe-Pr 1.4% (13 例) 0% (0 例) 
計 100% (942 例) 100% (103 例) 
 
所有者と所有物が両方とも明示されている例を見ると，ほとんどの例は [Pr-Pe] に当てはまる。
以下の例のような [Pe-Pr] の形式は倒置による強調と考えられる。 
 
（70） 浦野の論説には魅力があるし，強みがある。 〔OB4X_00083〕 
（71） それだけの才能が，たしかに彼にはあったのです。〔OB4X_00199〕 
 
所有者名詞の示し方は与格名詞句「NP に(は)」が約 6 割を占めており，それに次いで「NP は」









・タイプ(Ⅰ)：「Pr(に)は Pe がある」形式をとる典型的所有文 
・タイプ(Ⅱ)：「Pr は NP に Pe がある」の形式をとる。 






















（75） もっとも，伊織は別れて暮らしている妻に，特別未練があるわけではない。      
                                   〔OB2X_00349〕 





所有者(Pr) は 1 人称の場合がほとんどであり，通常現れない。所有者が現れている例は以下の




（77） ナナコにあったら訊きたいことがたくさんあった。 〔OB6X_00084〕 







（79） それが，例の事件と，どんな関係があるんですか？ 〔OB3X_00035〕 
（80） 首席助役も，山崎公安室長も，沼田助役も，全員，関係があるだろうというのですがね。 






2.4.2.3.  属性数量詞存在文 
西山佑司(2003: 345) は，コピュラ文の「東京タワーは 300m である」のような構文を指し，「措
定文であり，その言語的意味は，〈東京タワーは，[R は 300m である] 〉である」と述べ，語用論








表 7.〈属性数量詞存在文〉の語順別割合 (45 例) 
  語順 ある いる 
属性数量詞存在文 
Pr-Q  37.8% (17 例) - 
Pr-Pe-Q  24.4% (11 例) - 
Pe-Q  20.0% (9 例) - 
Q  17.8% (8 例) - 







                  
（83） ギャラリー両脇の殺風景な壁は高さが三十フィートもあり，上方は闇に吸いこまれている。 










2.4.2.4.  処格措定存在文 
「S は L にある/いる」の形でもって意味的に「S は L (状態・身分)だ」を表す構文がある。注
意すべきことは，「L が S だ」のように倒置することはできないということである。このような存
在文を「処格措定存在文」と呼んでおく。 
〈処格措定存在文〉は，L によって S の一時的状態として捉えられるケースもあれば，恒常的
属性として捉えられるケースもあり，「準属性叙述」として位置づけうる。 




表 8.〈処格措定存在文〉の語順別割合 (51 例) 
  語順 ある いる 
[NP-TOP NP-LOC V] 
処格措定存在文 
SL  85.2% (23 例) 66.6% (16 例) 
L  14.8% (4 例) 29.1% (7 例) 
LS  0% (0 例) 4.1% (1 例) 





（84） 秋雪は心臓障害で長時間の歩行が困難な状態にあり，もうベビーカーは窮屈になっていて，  
車椅子を使うしかなかった。                            〔OB6X_00216〕 
 
（85） 彼の妻は結婚後も仕事を続けており，それなりに責任のある地位にいるのですが， 




 語順に注目すると，表 8 で見て取れるように，「S は L にある/いる」のような形で現れた例が
極めて多い。「いる」においては，次のような LS 順の例も 1 例見受けられるが，「ある」におい







2.4.2.5.  実在文 
 ここで取り上げる構文は，西山佑司(2003) の「実在文」や金水敏(2006) の「生死文」に相当す
る。主語 S を取り上げ，それが仮想のものであるかそれとも現実のものであるかについて述べる
文や，S が亡くなってこの世に存在しないということを述べる文である。〈実在文〉における主語
名詞句 S は指示的機能を果たす。 
現れた形式に注目すると，「ある」と「いる」のいずれにおいても S のみの例が最も多い。 
 
表 9.〈実在文〉の語順別割合 (24 例) 
  語順 ある いる 
実在文 
S 80.0% (8 例) 71.4% (10 例) 
SL 10.0% (1 例) 28.6% (4 例) 
L 10.0% (1 例) 0% (0 例) 









（90） “座”とは仏教でいう六道の中にある人間としてのポジションといったもので，この世に   















2.4.2.6.  倒置指定存在文 
 「S は L にある」もしくは「L に S がある」の形式でもって，「S は L だ」という倒置指定文の
意味構造を有する存在文を〈倒置指定存在文〉と称する。 
これらの構文は「L が S だ」のように言い替えても表そうとする意味に違いは生じない。〈倒置
指定存在文〉に当てはまる例は「ある」のみに見受けられる。 
 
表 10.〈倒置指定存在文〉の語順別割合 (56 例) 
  語順 ある いる 
倒置指定存在文 
[NP-TOP NP-LOC V] 
SL 75% (42 例) - 
LS 25% (14 例) - 























2.4.2.7.  リスト存在文 
西山佑司(2003) に倣い，変項名詞句 L と指示的名詞句 S で構成され，意味的に「（L といえば，
L としては）S が挙げられる」のように解釈される存在文を〈リスト存在文〉と称する。 
 
表 11.〈リスト存在文〉の語順別割合 (67 例) 
  語順 ある いる 
リスト存在文 
S  75% (39 例) 66.6% (10 例) 
LS  25% (13 例) 33.3% (5 例) 
計 100% (52 例) 100% (15 例) 
 
「ある」と「いる」のいずれにおいても，L が現れておらず，S のみの例が目立つ。L は一般
に文脈から容易に復元できるが，文脈がないと命題の意味が正しく読み取れない場合が少なくな
い。以下の（95）においては，「L：よろこび上手の決め手 = S：家庭の家風，本人の性格」とい












2.4.2.8.  帰属存在文 
西山佑司(2004: 173) に倣い，「L ニ S ガイル/アル」形式において，「L がしかじかのメンバー
からなる集まりを表し，S の指示対象がそのメンバーに該当する」という定義に当てはまる存在
文を「帰属存在文」として分類する。これらの文における L と S は両方とも指示的機能を果た
している。 
表 12.〈帰属存在文〉の語順別割合 (47 例) 
  語順 ある いる 
帰属存在文 
LS  52.6% (20 例) 55.6% (5 例) 
S  28.9% (11 例) 33.3% (3 例) 
L  13.2% (5 例) 0% (0 例) 
SL  5.3% (2 例) 11.1% (1 例) 


































表 13.〈絶対存在文〉の語順別割合 (531 例) 
  語順 ある いる 
絶対存在文 
S  90.3% (252 例) 66.6% (168 例) 
LS  8.6% (24 例) 29.0% (73 例) 
SL  1.1% (3 例) 4.4% (11 例) 
計 100% (279 例) 100% (252 例) 
 




（101） 自分が生きて今存在しているという，これに勝る喜びがあろうか。 〔OB4X_00029〕 
 
（102） 先生，翻訳をしてもらいましたところ，ひどいことを書いている新聞があります。  
                               〔OB6X_00119〕 
（103） 私よりもっと強い人はほかにいるでしょう。 〔OB5X_00222〕 
 
上掲の例における「これに勝る喜び／ひどいことを書いている新聞／私よりもっと強い人」は
変項名詞句であり，それぞれ「x = これに勝る喜び」「x = ひどいことを書いている新聞」「x = 





















































・場所存在・所在文  例）作業場の一番上の棚に赤い靴が一足ある。 
    例）君はどこにいたんだ。 
・生起存在文     例）今，アナウンスがあっただろ。 
【非空間的存在文】 
・様態存在文     例）一緒にいると，時間が経つのが早い。        
 ・所有文       例）君には才能がある。 
・属性数量詞存在文  例）軽く百キロはあるだろう。 
・処格措定存在文   例）二人はいま満ち足りたあとの虚脱のなかにいた。 
・実在文       例）バケモノなんていないよ。 
・倒置指定存在文   例）喧嘩のもともとの原因は，抄子の身勝手さにある。 
・リスト存在文    例） 跡目は，誰にするつもりですか？健しか，いないだろう。 
・帰属存在文     例）この七十余戸のなかに，大久保利通が生い立った家もあった。 































現在 있는다  × ○ 
否定 안 있다／안 있는다 × ○ 
否定(不可能) 못 있다／못 있는다 × ○ 
未来意志 있겠다 × ○ 
希求 있고 싶다 × ○ 
命令 있어라 × ○ 
勧誘 있자 × ○ 
複合動詞(試み) 있어 보다 × ○ 
程度副詞 많이，약간  ○ × 
様態副詞 잘，조용히 × ○ 
 
                                                        









まず，有情物を指す主語名詞句 S が対象(Theme) として実現したケースとしては次のような例
が挙げられる。なお，「*」は不適切であることを表す。 
 
（111） a. 본인이 있건 없건 어느 누구에게도 결코 욕설을 할 줄을 몰랐다. 〔CE000029〕 
（本人がいようがいないが18，誰一人にも決して悪口を言うことはなかった。） 
b. *본인이 있건 안 있건 어느 누구에게도 결코 욕설을 할 줄을 몰랐다. 
（本人がいようがいまいが誰一人にも決して悪口を言うことはなかった。） 
 
一方，主語名詞句 S が行為者(Agent) を指す次の例では，意志性に関わる語尾と自由に結合す
る。 
 
（112） 대학에 들어가고 수원에 있는다고 떨어지는 것도 아닌데… 〔DENA006〕 
（大学に入ってスウォン(地名)にいるからといって離れることでもないのに…） 
 
（113） 더 있으라고 해도 안 있는다. 너무한다고 생각하면서 계속 참고 앉아 있었는데…    
（ もっといろと言われてもいない。ひどいと思いながらもずっと我慢して座っていたのに）  








 語順 用例数 割合 
場所存在・所在文 
SL 있다/L 있다 209 例 54.4% 
LS 있다/S 있다 175 例 45.6% 
計 384 例 100% 
 




まず，「〈主語 S〉+〈場所 L〉+ 있다」および「〈場所 L〉+ 있다」について取り上げる。特に
断りのない限り，「L 에는」と「L 에」を含めて「L 에」と記す。また，助詞「이/가」と「은/는」





主語 S と場所 L の 2 つの名詞句が明示されている場合の，S の示し方については，「S 는 L 에」
の形式が多いということが予測されるが，実例を見ると，従属節や，疑問文における「S 가」の
使用に影響され，「S 가 L 에」の例(52%) が最も目立つ。なお，韓国語では疑問文の主語名詞句
は一般に「S 가」の形をとるという点が日本語と異なる。ただし，以下の例（116）のように「S 가 L 
에」で表されていても，「S 는 L 에」に言い替えられる場合も少なくない。 
以下に「SL 있다/L 있다」の典型的な例を示す。なお，場所名詞句 L には一重下線を，主語名
詞句 S には二重下線を引いてある。 
 
（114） 그의 화실은 신촌에 있다． 〔CE000030〕 
（彼のアトリエはシンチョンにある．） 
 
（115） 나의 작고 허름한 집이 효자동에 있었으므로, 종종 광화문엘 나갔다. 〔D96AA114〕 
   （私の小さくてみすぼらしい家が孝子洞(地名)にあったので，度々光化門(地名)に出かけた。） 
 
（116） 지금 그 아이가 어디에 있는가?  〔CE000030〕 
   （今[lit. その子が]どこにいる？） 
 
（117） 집에 있길래 읽었는데 꼭 소설 같더군. 〔D96AA114〕 
（家にあったから読んだけど，まるで小説のようだね。） 
 
（118） 왜 진호 곁에 더 있어 주지 않고 왔니？〔BEXX0017〕 
（なんでチノ(人名)のそばにもっといてあげないで（もう）来たの？） 
 





次に，「LS 있다/S 있다」に当てはまるもの，すなわち「〈場所 L〉+〈主語 S〉+ 있다」および
「〈主語 S〉+ 있다」の形式で表れた例を見ると，主語の指示対象が無情物を指すものが 7 割以上
を占めている。これと関連して主語が不定名詞句である例も 72% を示す。主語名詞句の示し方
に注目すると，「（L 에）S 가 」の形式が圧倒的に多い。 
 





（120） 거기에 테레사가 살고 있는 아파트가 있었다.〔CE000030〕 
（そこにテレサが住んでいるアパートがあった。） 
 
（121） 방 안을 둘러본 그들은 선풍기와 재떨이가 있는 것을 보고…  
（部屋の中を見回した彼らは扇風機と灰皿があるのを見て…）〔CE000020〕 
 




（123） 편지는 그대로 있었다.（手紙はそのままあった。）〔CE000029〕 
 
「〈主語 S〉+ 있다」の形で現れた例（122）は「방에 춘기가 있다는 것을（部屋にチュンギが












（124） 아늑한 방에서 저는 한 남자와 단둘이 있었던 것입니다.  〔D96AA114〕 
     （ちんまりとした部屋で私は一人の男と二人きりでいたのです。） 
 
 「ある/いる」構文においては観察されない「있다」構文の形式としては，L が具格で表されて
いる「L 로 S 가 있다」の形式が挙げられる。「L 로」における L には「後ろ，上，隣」などに
相当する位置名詞がくるということが特徴的である。以下に典型的な例を示す。 
 
（125） 풀무간 뒤로 마당이 있고 마당을 지나면 바로 방 둘 딸린 일자 초가다.  
（鍛冶屋の後ろに庭があって庭を過ぎていくとすぐ部屋が二つ付いた長屋の草屋だ。） 
〔CE000073〕 





（126） 웃목으로 이불과 옷을 넣어두는 외짝 장롱이 있고, 그 옆으로 화장대와 앉은뱅이  





含む 3 例のみが「SL 있다/L 있다」の形式に当てはまり，残りはすべて「LS 있다/S 있다」の形
式に当てはまる。以下の例における一重下線は場所名詞句 L，二重下線は主語名詞句 S，波線の
下線は数量名詞句 Q を表す。 
 
（127） 사내 두셋이 항상 그녀 주위에 있다는 느낌을 버릴 수가 없었다. 〔CE000020〕 
     （男二三人がいつも彼女の周りにいるような気がした。） 
 
（128） 저쪽에 의자 하나 있지? 〔CE000030〕 
 （あちらに椅子一つあるでしょ？） 
 
（129） 뒤에는 밤나무와 대추나무가 몇그루 있었다. 〔DENA006〕 
   （後ろには栗の木となつめの木が何本かあった．） 
 
（130） 안악굴 올라가는 길섶에 들면 되다 만 방앗간이 하나 있다. 〔BEXX0006〕 
（安岳窟に上がっていく道端に入ると建てかけの精米所がひとつある。） 
 
（131） 근처에 세 척의 종선이 있다. 〔BEXX0024〕 
   （近所に三隻の船がある。） 
 
数量の示し方に注目すると，（127）～（130）のように，「SQ／S 가 Q」の形式が一般的であり，
「Q 의 S／QS 가」の形式は（131）を含め 4 例のみである。ついでながら，日本語に見られる「ア
ニタと私とグロリアの三人」のような「S の Q」タイプは韓国語では不適切である。 
 




 語順 用例数 割合 
生起存在文 
S 있다 96 例 74.4% 
LS 있다 29 例 22.5% 
SL 있다 4 例 3.1% 




まず，S と L が両方とも現れている例に限って，L の伴っている助詞，および S に注目すると，
(Ⅰ)「L 에서(で) S 가 있다」，(Ⅱ)「L 에/에게(に) S 가 있다」，(Ⅲ)「L 에게서/에서(から) S 가  
있다」の 3 つのタイプに分けうる。 
まず，「사고（事故），살인（殺人），총격전（銃撃戦），심문（尋問），축제（祭り），전달식（伝
達式）」のような出来事や催し物を表す S が「L 에서(で)」を伴って表れるタイプ(Ⅰ)の典型的
な例を示す。 
 
（132） 그날은 지방 로케를 나가지 않고 서울 시내의 어느 관광호텔에서 <청춘의 나팔수> 
라는 영화의 촬영이 있었기 때문에…（その日は地方ロケに行かなくてソウル市内のあ 
る観光ホテルで「青春のラッパ手」という映画の撮影があったので…）〔CE000021〕 
 
（133）  다른 증인들에 대한 심문은 오후 두 시부터 본 법정에서 있겠습니다.  
      （他の証人に対する尋問は午後二時から本法廷であります。）        〔BEXX0026〕 
 
次の例は，「무슨 일（何の事），어떤 일（どんな事）」などの S が「L 에/에게(に)」を伴って
表れるタイプ(Ⅱ)に当てはまる。 
 
（134） 정숙이에게 무슨 일이 있었냐고 묻자 그 반 담임인 고선생이 난처해하며 대답했다. 
（ジョンスク(人名)に何かあったのかと聞いたら，そのクラスの担当のコウ先生が気まず 
そうに答えた。）                                                〔CE000079〕 
 
さらに，「연락20（連絡），보고（報告），소환（召還），전화21（電話）」のような言語活動や伝
達に関わる S が，活動の行い手または発信先に相当する「L 에게서(から)／에서(から)」を伴っ
て表れるタイプ(Ⅲ)の例を以下に示す。 
 
（135）  대남연락부로부터 소환이 있었습니다. 〔CE000026〕 
   （テナム(地名)の連絡部から送還がありました。） 
 
（136） 그에게서 연락이 있을 때까지 기다려야 하는 것이었습니다.  〔D96AA114〕 
     （彼から連絡があるまで待たなければならないのでした。） 
 
主語名詞句 S が言語活動や伝達に関わる名詞である場合は，物理的・空間的な場所の上で行
                                                        
20 趙義成(1994: 34-35) は，「存在詞と連結する-에서」の例の中，「집에서는 연락 없었냐?（家からは連絡ない 
の？）」のような例を「場所が主体を含む場合」として取り上げている。 
21 伊藤英人(1990: 12) は，「時間や場所を示す状況語はなく，文脈その他で現在から切りはなされた過去のひと
つの時間帯にことがらが成立している」という例として，次のような例を挙げている。   






的に L は明示されず「S 가 있다」のような形で現れた例がおよそ 74% に達している。 
 
（137） 오후에 일일행사처럼 전체 기합이 있었다.〔CE000029〕 
（午後，日常行事のように団体体罰がありました。） 
 
（138） 경과보고와 함께 평교사회 설립 취지문 낭독이 있었다.〔CE000079〕 
（経過報告とともに平教師会設立の趣旨文の朗読があった。） 
 
L と S が両方とも現れている場合は，LS 順の例が目立つ。一方，S が L に先行している SL









（140） 르봉이 수감되었다는 보도가 있은 후의 일이었다. 〔D97_B046〕 
    （ルボンが収監されたという報道があった後のことだった。） 
 









                                                        





















たすべての例において，主語名詞句 S はヒトである。 
 
表 17.「있다」‐〈様態存在文〉の語順別割合 
 語順 用例数 割合 
様態存在文 
Adv 있다 65 例 58.0% 
S-Adv 있다 47 例 42.0% 




主語が省略されている「Adv 있다」の例としては（142）（143）が挙げられ，「S Adv 있다」に
は例（144）が当てはまる。 
 
（142） 가만히 좀 있어.   〔BREO0080〕 
（lit. おとなしくいなさい。）  
 
（143） 당신하고 오래 있다 보면 아무짝에도 쓸모없는 평범한 인간으로 전락해 버리기 안성 
맞춤이겠어. （[lit. あなたと長くいると]，どこにも役立たない平凡な人間へと転落してし 
まいそう。）〔CE000030〕                  
 
（144） 아버지는 그저 조용히 있거나, 아니면 좁은 마당에 나와서 햇볕을 쐬거나… 






とならない。一方，場所名詞句「집에（家に）」を加え「집에 가만히 좀 있어!（家でおとなしく
してろ!）」とした場合は，「어디 가지 말고（どこにも行かないで）」という意味を表し，L が必
須である〈所在文〉に変わってしまうことに注意しなければならない。（142）と同様，（143）に
おいても特定の空間的な場所を想定できない。 
さらに，「같이 있으면（一緒にいると）／같이 있어 보면（一緒に過ごしてみれば）」のよう
な形で現れた例も少なからず見受けられる。 
 




いのに対して，（146）では L と S の両名詞句とも主格で表すことが可能である。 
 
（145） 일층(에/*이) 전화기가 있어서，한번씩 들락거릴라치면 여간 짜증스럽지가 않다.  
（ 一階に電話があって，一度出入りしようとするそのもどかしさは並大抵ではない） 
(유현경 1998: 205) 






















 語順 用例数 割合 
所有文 
Pe  378 例 50.9% 
Pr-Pe  349 例 47.0% 
Pe-Pr  15 例 2.0% 
計 742 例 100% 
 
所有者と所有物が両者とも明示されている例において，所有者名詞の表れ方に注目すると，
「NP 에/에게」のごとく与格で表れている例が 4 割を占めており，それに次いで「NP 는」が 29% 
を示している。さらに，所有者と所有物が両者とも「NP 가」で表れ，二重主格構文を成してい
る例も 19% を占めており，少なくない。なお，「ある/いる」構文では所有者が「NP が」の形を
とっている例がわずか 3% に過ぎなかった。「ある/いる」構文に比べると，「있다」構文における
二重主格構文の使用は比較的多いということが注目される。 
「있다」構文においても，所有物名詞の語彙的な特徴によって，タイプ(Ⅰ)「A(에/에게)는 B 가 
있다」のような典型的な所有文，タイプ(Ⅱ)「A 는 B 에/에게 C 가 있다」の形式でもって，所










（148） 그에게는 뛰어난 재주가 있고…   〔D97_B046〕 
（彼にはすぐれた才能があって） 
（149） 제겐 애가 둘이나 있고, 남편도 있어요.    〔D96AA114〕 
（私には子供が二人もあって，主人もあります。） 




 「Pr 는 N(対象・相手)에/에게 Pe 가 있다」の形式をとるタイプ(Ⅱ)には，主に「고민（悩み），
불만（不満），자신（自信）」のような「感情・感覚」を表す名詞句が主語にきて感情の対象を要
求するもの23 と，「부탁（頼み），할말（話し），보고할 것（報告）」「줄 선물（プレゼント），보여줄 
                                                        








（151） 시청률에는 이미 자신이 있다.  〔CE000023〕 
（視聴率にはもう自信がある。） 
（152） 노동자들이 사회주의 문제에 관심도 있고… 〔CE000029〕 
（労働者たちが社会主義の問題に関心もあって…） 
 
（153） 참, 원주임께 한가지 여쭤볼 게 있습니다. 〔CE000079〕 
（そういえば，ウォン主任に一つお尋ねしたいことがあります。） 
（154） 내 자네에게 부탁이 하나 있네. 〔CE000023〕 











（155） 우리가 교제하고 있을 무렵의 그녀의 신분은 나하고는 좀 차이가 있었거든. 
（私たちが付き合っている頃の彼女の身分は私とは少し差があったからな）〔D97_B046〕 
（156） 『우리시대의 무당』역시 기존 소설 작법과는 거리가 있다. 〔BEXX0026〕 
（『我が時代の神子』も既存の小説の作法とは距離がある。） 
（157） 그 이름과 전화번호가 쟝 루불리에라는 남자와 어떤 연관성이 있는지 알 수는 없었지만
    （その名前と電話番号がジャン・ルブリエという男とどんな関連性があるかはわからないけど） 
〔BEXX0025〕 
（158） 물론, 형태와 기능엔 다소간의 차이가 있긴 하지만… 〔CE000079〕 
（もちろん形態と機能には多少の差があることはあるが…） 
 
                                                                                                                                                                            
さ）」の感情・感覚類のほか，「상관（相関），관계（関係）」類も挙げている。しかし後者の関係類の場合は，
「NP-에」を「NP-와」に言い替えた表現も可能である点で前者の感情・感覚類と区別されると思われる。 





（155）～（157）のような「Pr 는 NP 와/과 Pe 가 있다」の形式の方が，（158）のような「Pr 와 




2.5.2.3.  処格措定存在文 
「ある/いる」構文でも取り上げたが，韓国語における存在文の中にも「S 는 L 에 있다」の形
で現れ，意味的に措定文「S は L だ」として解釈されるものがある。 
語順に注目すると，S が L に先行している例が 63% (12 例) を占めているのに対して，L が S




 語順 用例数 割合 
[NP-TOP NP-LOC V] 
処格措定存在文 
SL 있다  12 例 63.2% 
L 있다  7 例 36.8% 




（159） 저도 여기서는 사람들에게 상당히 존경을 받는 지위에 있어요. 〔D97_B046〕 






（160） 정식 약혼이 아직 지지부진 상태에 있는 것은 그가 아직 결혼할 계제가 못 되었기  
때문이었다.（正式な婚約がまだ進まない状態にあるのは彼が結婚する準備ができていな
いからであった。）                                              〔D97_B046〕 
 
（161） 나는 내가 더 이상 혼돈의 와중에 있지 않다는 걸 분명하게 자각할 수 있었다. 
（私は私がもはや混沌の中にいないということを自覚することができた。）〔DENA026〕 
 










2.5.2.4.  具格措定存在文 








 語順 用例数 割合 
[NP-TOP NP-INS V] 
具格措定存在文 
SI 있다 6 例 54.5% 
I 있다 5 例 45.5% 
   計 11 例 100% 
 
（163） 나는 스물일곱 살 때 샌프란시스코에 있는 어느 광업 주식 중개업 점원으로 있었기 
 때문에…  〔D97_B046〕 
（私は二十七歳の時サンフランシスコの，ある鉱業株式仲介業の店員をしていたので…） 
 
（164） 저놈이 십삼년동안이나 전차 운전수로 있다가 올에서야 겨우 감독이 된 것이라는데 
（あいつは十三年も電車の運転手をしていて，今年になってやっと監督になったらしいが） 
〔AE000122〕 
（165） 어찌하다 이모부의 조교로 있다가는 시간강사가 된 것이 인연이 되어 맺어졌다.  




2.5.2.5.  実在文 
 西山佑司(2003) の〈実在文〉，および金水敏(2006) の〈生死文〉に当てはまる例としては次の
ような例が現れている。 
 
                                                        





（166） 운명의 여신이 정말 있는 것만 같았다.  〔CE000020〕 
   （運命の女神が本当にいるような気がした。） 
 
（167） 하느님은 정말 있는 것일까. 〔CE000079〕 
     （神様は本当にいるのだろうか。） 
 
「実在文」は，指示対象 S を取り上げ，それが現実のものであるか否かについて述べていると





2.5.2.6.  倒置指定存在文 
 「L 에 S 가 있다（～に～がある）」もしくは，「S 는 L 에 있다（～は～にある）」の形で表さ
れる例の中，以下に挙げるものは意味的に「S は L だ」の構造を有する。倒置指定文「L が S だ」
にしても表そうとする意味に違いは生じない。このような特徴を有する「있다」構文を〈倒置指
定存在文〉と称する。語順は SL が一般的である。 
 
表 21.「있다」‐〈倒置指定存在文〉の語順別割合 
 語順 用例数 割合 
[NP-TOP NP-LOC V] 
倒置指定存在文 
SL 있다 36 例 85.7% 
LS 있다 6 例 14.3% 
計 42 例 100% 
 
（168） 화장시간이 그만치 중요함에도 불구하고，상당한 시간을 빼앗겨야 되는데  
여인들의 고민이 있다.（化粧時間がそれほど重要であるにも関わらず，相当な時間を 
奪われるところに女性たちの悩みがある。）〔DENA006〕 
 
（169） 이 소설의 일차적 매력은 그 아름다운 방황의 진지함과 순수함에 있다. 〔BEXX0008〕 
（この小説の一次的な魅力はその美しいさまよいの真剣さと純粋さにある。） 
 
これらは「S は何か」のように，例えば（168）「여인들의 고민은 무엇인가?（女性たちの悩み
は何か）」，（169）「이 소설의 일차적 매력은 무엇인가?（この小説の一時的な魅力は何か）」とい










（170） 학생들의 불만이 어디에 있는지 그거나 슬그머니 알아보는게 어떻겠소?〔DENA009〕 
（学生たちの不満がどこにあるかそれをこっそりと調べてみたらどうですか?） 
 
2.5.2.7.  リスト存在文 
〈リスト存在文〉は「要素の有無多少を述べるのではなく，要素の個体を数え挙げる(金水敏 
2006: 20-30)」という用法を持つ。西山佑司(2003) によって提示された文型であるが，再び説明す
ると「x (= 母の世話をする人) はいないよ」という文に対して，「洋子と佐知子がいるじゃないか」
のような，x に当てはまる値を挙げる構文のことである。 
韓国語の「（L 에는）S 가 있다」構文の中にも〈リスト存在文〉に相当する文が見受けられる。
〈リスト存在文〉における S は指示的機能を果たしており，固有名詞の例が多い。 
一方，〈所有文〉の場合は，仮に「영희에게는 남편이 있다（ヨンヒには夫がある）＝ 영희는 





 語順 用例数 割合 
リスト存在文 
S 있다 41 例 85.4% 
LS 있다 7 例 14.6% 
計 48 例 100% 
 
〈リスト存在文〉の意味構造は「（L といえば）S だ」とみなしうる。例えば（171）の場合は，
文脈上「社会現象を反映している作品には」という L を復元することが可能である。 
 
（171） 피카소의 게르니카나 렘브란트의 야경이 있잖아?”    〔CE000029〕 
   （ピカソのゲルニカやレンブラントの夜景があるじゃない。） 
 
（172） 상무도 있고, 전무도 있지만 이들은 광고에 관한 한 예외적인 존재에 지나지 않는다. 
（ 常務もいるし，専務もいるけど，彼らは広告に限っては例外的な存在にすぎない。）  
                               〔CE000030〕 
（173） “너희 반도 잘한다던데”   “3 반은 은철이형이 있잖아요” 〔CE000079〕 
    （ あなたの組も上手だって。3 組はウンチョル兄さんがいるじゃないですか） 
 
2.5.2.8.  帰属存在文 







 形式 用例数 割合 
帰属存在文 
LS 있다 7 例 58.3% 
S 있다 5 例 41.7% 
 12 例 100% 
 
（174） 파견 오 년차에는 연수 동기인 함종복이 있었다. 〔BEXX0018〕 
     （派遣五年次には研修同期であるハムジョンボクがいた） 
 
（175） 거기 직원 중에 조민국이 있는지도 알아보고, 곧 들어갈 테니까. 〔CE000020〕 
     （あそこの職員の中にジョミングク(人名)があるかも調べてみて，すぐ戻るから。） 
 
上掲の例のように，S が有情物であり，特定の人の集まり L と特定の人物を表す S で構成され
ているものが比較的目立つ。 L が省略されている例は 1 例のみであり，残りの例はすべて LS 
構造をとっている。 
 
2.5.2.9.  絶対存在文 




 語順 用例数 割合 
絶対存在文 
S 있다 379 例 82.2% 
LS 있다  58 例 12.6% 
 SL 있다 (反語的 21例) 24例 5.2% 
計 461 例 100% 
 
（176） 그렇다고 가해자가 있어 치료비를 부담해주는 것도 아니고，어머니는 제가 어떻게 
 했으면 싶으세요?（かといって加害者がいて治療費を負担してくれるわけでもないし， 
お母さんは私にどうして欲しいですか？）〔CE000079〕 
 
（177） ‘용서받지 못할 죄’란 있습니다.（‘許されざる罪’というのはあります。）〔D97_B046〕 
 
（178） 그런 욕심을 안 가진 사람이 있느냐구. （そんな欲のない人っているか。）〔DENA006〕 
 




上掲の例（176）は「x ＝ 가해자（加害者）」における x の値の有無について，（177）は集合
体「죄（罪）」の中の部分要素「x ＝ 용서받지 못할 죄（許されざる罪）」における x の値の有
無について，それぞれ述べている。 




（180） 세상에는 두 부류의 남자가 있다고 생각했지. 〔D96AA114〕 
（世には二つの部類の男がいると考えた。） 
 
上掲の例は「세상에는（世の中には）」といった不特定の L を伴っているが，下線部を「남자는 

















「조금 있다가26（少し経てから）」をはじめ，次のような例が挙げられる。  
 









（183） 15 분쯤 있다가 들어오는 막차가 완행이니까 그 막차를 타야 한다．〔CE000021〕 
  （15 分ぐらい後に到着する終列車が緩行だからその終列車に乗らないといけない。） 
 
（184） 두 시간쯤 있다가 들어온 한 여선생이 말한다.    〔CE000079〕 























・場所存在・所在文 例）저쪽에 의자 하나 있지? (あちらに椅子一つあるでしょ？) 
例）우리 회사는 부산에 있다. (うちの会社はプサンにある。) 
・生起存在文     例）심문은 오후 두 시부터 본 법정에서 있겠습니다.  
(尋問は午後 2 時から本法廷にて行われます。) 
【非空間的存在文】 
・様態存在文     例）혼자 있는 것을 좋아한다. (独りでいるのが好きだ。) 
例）가만히 좀 있어. (おとなしくしてろ。) 
・所有文      例）그에게는 뛰어난 재주가 있다. (彼には優れた才能がある。)   
・処格措定存在文   例）우리는 같은 처지에 있다. (私たちは同じ境遇にある。) 
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・具格措定存在文   例）오라버니 셋이 아직 총각으루 있습니다. 
            (兄の三人がまだ独身です。) 
・実在文        例）하느님은 정말 있는 것일까.  (神様は本当にいるんだろうか。) 
・倒置指定存在文  例）이 소설의 일차적 매력은 순수함에 있다.  
(この小説の一次的な魅力は純粋さにある。) 
・リスト存在文     例）“너희 반도 잘한다던데”  “3 반은 은철이형이 있잖아요” 
(あなたの組も上手だって？ 
3 組はウンチョル兄さんがいるじゃないですか。)   
・帰属存在文     例）파견 오 년차에는 연수 동기인 함종복이 있었다. 
(派遣 5 年次には研修の同期のハムジョンボクがいた。) 
・絶対存在文     例）그런 욕심을 안 가진 사람이 있느냐구. 
(そんな欲のない人っているか。) 









































（185） 앞으로 몇 시간만 더 있으면 이 돌이 석회로 변하겠는걸．〔D97_B046〕 
    ‘ap-‘yro    miec  sigan-man   de          ‘iss-‘ymien        ‘i       dor-‘i       seghoi-ro  
  これから 何       時間-だけ もっと  ‘iss -CV.COND   この 石-NOM  石灰-INS 
bienha-geiss-nynger. 
変わる-INFER    （ これから何時間経てばこの石が石灰に変わりそうだ。） 
 
（186） 두 시간쯤 있다가 들어온 한 여선생이 말한다．  〔CE000079〕 
       du  sigan-jjym  ‘iss-daga    dyr‘e‘o-n                          han           ‘iesensaing-‘i     
           二    時間-ほど  ‘iss-CV       入ってくる-ATTR.PAST  一.ATTR   女先生-NOM     
marha-n-da. 
いう-PRS-IND   （二時間ほど経ってから入ってきたひとりの女性の先生がいう。） 
 
次に，〈具格措定存在文〉は，主に職業や職位等の身分，役割を表す名詞類が具格名詞句とし
て現れ，「A 는 B 로 있다」の形でもって「A は B(身分/状態)だ」の意味を表す構文である。この
ような表現も日本語の「ある/いる」構文には欠けている。 
 
（187） 나는 스물일곱 살 때 샌프란시스코에 있는 어느 광업 주식 중개업 점원으로  
있었기 때문에… 〔D97_B046〕 
na-nyn    symur    ‘irgob   sar   ddai     sainpyransisyko- ‘ei         ‘iss-nyn            ‘eny  
私-TOP    二十         七        歳    時     サンフランシスコ-LOC   ある-ATTR.PRS とある   
goang‘eb   jusig     junggai‘eb    jem‘uen-‘yro    ‘iss-‘ess-gi            ddaimun‘ei 





（188） 오라버니 셋이 아직 총각으루 있습니다. 〔CE000073〕 
         ‘orabeni  seis-‘i      ‘ajig    conggag-‘yro      ‘iss-sybnida. 
           兄           三-NOM   まだ   未婚男子-INS    ‘iss –HON.IND 










（191） ギャラリー両脇の殺風景な壁は高さが三十フィートもあり ，上方は闇に吸いこまれて 
いる。                               〔OB6X_00010〕 
 
例（189）では，Q のみが現れており，「(体重＝)百キロ」であることを表している。一方，（190）







（192） 집까지의 거리는 10 미터도 될까 말까 했다.  〔BTAA0005〕 
       jib-ggaji-‘yi     geri-nyn    10mite-do             doi-rgga     mar-gga               ha-iss-da  
 家-まで-POSS   距離-TOP  10 メートル-も なる-INFER  ならない-INFER    する-PAST-IND 
（家までの距離は 10 メートルあるかないかくらいだった。） 
 
（193） 그 해의 총 생산량은 5,730 만 톤이나 되었다.  〔BTHO0405〕 
      gy        hai-‘yi    cong   saingsanriang-‘yn   5,730 man  ton-‘ina   doi-‘ess-da. 
その  年-POSS 総     生産量-TOP           5,730 万  トン-も なる-PAST-IND 














（194） 一人でいると，不安でたまらないのだ。 〔OB6X_00205〕 
 
（195） あいつは長いこと独りでいすぎた。 〔OB6X_00043〕 
 
（196） 혼자 있기를 이렇게 좋아하는 사람이 결혼을 하고 아이들까지 낳았으니 
 알다가도 모를 일입니다. 〔BEXX0026〕 
honja   ‘iss-gi-ryr          ‘ireh-gei                     joh‘aha-nyn     saram-‘i    gierhon-‘yr       
独り  ‘iss-nmlz-ACC    このようだ-ADVLZ    好きだ-ATTR   人-NOM    結婚-ACC       
ha-go    ‘a‘i-dyr-ggaji      nah-‘ass-‘yni      ‘ar-dagado   mo-ryr             ‘ir-‘i-bnida. 
する-CV    子供たち-まで   生む-PAST-CV     わかる-CV   わからない-ATTR    こと-COP-HON.IND 
（独りでいるのがこんなに好きな人が結婚して子供まで生んだから不思議です。） 
 
（197） 작가로 살기로 고집하는 것도, 혼자 있고 싶은 욕망 때문에 그러할 것입니다. 
jagga-ro      sar-gi-ro                     gojibha-nyn             ges-do      honja   ‘iss-go sip-‘yn         
作家-INS  生きる-NMLZ-INS    こだわる-ATTR.PRS こと-も 一人  ‘iss-CV.願望-ATTR   
 ‘iogmang  ddaimun‘ei     gyreha-r       ges-‘i-bnida. 〔BEXX0026〕 






（199） 알지 못하는 사람들 앞에서나, 가까운 사람들과 함께 있을 때에나…〔D97_B046〕 
 ‘ar-ji   mos ha-nyn     saram-dyr   ‘ap-‘eise-na   gagga‘u-n   
知る-NEG.PSSB-ATTR  人-PL       前-LOC-も    近い-ATTR    
 saram-dyr-goa   hamggei    ‘iss-‘yr       ddai-‘ei-na… 







（201） 당신하고 오래 있다 보면 아무짝에도 쓸모없는 평범한 인간으로 전락해 버리기  






（202） 実状はどうあれ，表向きはやはり「厄介になる」という形になる。 〔OB5X_00232〕 
 
（203） その礎に歴史がどのようにあったかを知ることは，とても大切な気がします。    
                                  〔OB6X_00086〕 
（204） ここに掲載した二人の高校生の体験談は，ぼくに，あらためて父としてどうあるべきか 




な表現は，日本語では「副詞 + いる」の形で表すと不自然であるといえよう。 
 
（205） 가만히 좀 있어. （おとなしくしてろ。）〔BREO0080〕 
 
（206） 형님, 일단 오늘은 그냥 있으시는 게 좋을 것 같습니다. 〔CE000020〕 
（兄貴，とりあえず今日は何もしない方が良いと思います。） 
 





































（211） 그 방에는 창문이 둘 있어.     〔D97_B046〕 
（その部屋には窓が二つある。） 





                                   〔OB2X_00083〕 
 
                                                        







（214） 여신 라벨라처럼 머리만 있고 몸통이 없어.〔D97_B046〕 






「あんたたちも足はあるんでしょ」                 〔OB1X_00269〕 
（216） 당신들도 귀 있고 눈 있으니 알 것이오.〔CE000023〕 












（220） 그에게는 뛰어난 재주가 있고…   〔D97_B046〕 
（彼にはすぐれた才能があって） 
（221） 이 집은 풍류도 있어 분위기 한번 좋군요.   〔CE000079〕 
      （ この家は風流もあって雰囲気がいいですね。） 






ています。                             〔OB4X_00229〕 
（224） わたしには母と二人の妹がいます。〔OB3X_00121〕 
 










（227） 貯金だってあるし，贅沢さえしなきゃ十分食べていけるでしょう。 〔OB4X_00171〕 
（228） わたしには使い切れないほどの金があるが，…〔OB4X_00156〕 
 
（229） 달랑 읍내에 집 한 채 있는 것이 고작이었으니…  〔CE000023〕 
（市内に家一軒あるのがせいぜいだったから…） 








（231） 雛子に何人，ボーイフレンドがいようが，僕は何とも思わない。 〔OB4X_00094〕 
（232） 他に好きな人がいるのなら，早く離婚してくれるといいのに。 〔OB5X_00231〕 
 
（233） 애인은 있습니까?（恋人はいますか？）〔CE000029〕 
（234） 그에게도 부모가 있고, 가족이 있고, 사랑하는 사람이 있고, 친구가 있고, 직장도 







（237） 저는 평생 그렇게 살 자신도 있습니다. 〔CE000029〕 
（私は一生そのように生きていく自信もあります。） 










（239） 熱があるんじゃない。測ってみたら 〔OB2X_00128〕 
（240） 切符を買う余裕がそのときのラリーにはまだあった。〔OB4X_00142〕 
（241） キャサリンは翌朝仕事があるからと言って，先に自室へ失礼しようとした。 
                                                   〔OB4X_00245〕 
（242） 여러 날 전부터 가끔 한기와 신열이 있는 것을 가벼운 고뿔로만 알고… 
（何日か前から度々寒気と熱があるのを軽い風邪だと思って…） 〔CE000073〕 
（243） 아마 브레이크에 이상이 있었던 것 같아요. 〔CE000030〕 
（おそらくブレークに異常があったようです。） 
（244） 나는 일이 좀 있어서 못 갔어. 〔CE000079〕 
（私は用事があって行けなかった。） 
 











（249） 줄 선물이 하나 있소. 〔CE000026〕 
（[lit.あげるプレゼントが] 一つあります。） 























図 1：「ある/いる」構文の所有物 (818 例) 
 



























（253） 담배 있냐?（タバコある？） 〔CE000023〕 





語順 所有者 ある/いる 있다 
Pr-Pe 
NP1-LOC 61.5% (296 例) 42.7% (149 例) 
NP1-TOP 25.7% (123 例) 29.5% (103 例) 
NP1-NOM 3.7% (18 例) 19.8% (69 例) 
NP1-その他 9.1% (44 例) 8.0% (28 例) 
計 100% (481 例) 100% (349 例) 
 
「ある/いる」構文と「있다」構文のいずれにおいても，「NP に(は) NP がある」「NP 에/에게(는) 
NP 가 있다」のごとく，所有者を与位格で表示しているケースが最も多く，それに次いで「NP







（256） 자네가 무슨 돈이 있다고…〔CE000020〕 
（lit. 君が何のお金があって…） 










































                                                        









＜場所存在・所在文＞       
日）部屋には大きな姿見があります。 
韓）저쪽에 의자 하나 있지? （あそこに椅子が一つあるでしょ？） 
日）君はどこにいたんだ。 
韓）우리 회사는 부산에 있다.（うちの会社はプサンにある。） 
＜生起存在文＞    
日）今，アナウンスがあっただろ。 




＜様態存在文＞    
日）一緒にいると，時間が経つのが早い。        
  韓）가만히 좀 있어.（おとなしくしてろ。） 
＜所有文＞ 
一時的所有      
日）あたしたち，今夜，時間があるんです 
日）一つお願いがあります。 
韓）내 자네에게 부탁이 하나 있네. （私，君にお願いが一つある。） 





韓）제겐 애가 둘이나 있고, 남편도 있어요.   
（私には子供が二人もあって，主人もあります。） 









韓）나는 내가 더 이상 혼돈의 와중에 있지 않다는 걸…  
（私は私がもはや混沌の中にいないということを…） 
＜具格措定存在文＞  
韓）오라버니 셋이 아직 총각으루 있습니다.（兄の三人がまだ独身です。） 
＜実在文＞  
日）バケモノなんていないよ。 
 韓）하느님은 정말 있는 것일까.  （神様は本当にいるんだろうか。） 
＜倒置指定存在文＞  
日）喧嘩のもともとの原因は，抄子の身勝手さにある。 
韓）이 소설의 일차적 매력은 그 아름다운 방황의 진지함과 순수함에 있다.  
（この小説の一次的な魅力はその美しいさまよいの真剣さと純粋さにある。） 
＜リスト存在文＞     
日）跡目は，誰にするつもりですか？健しか，いないだろう… 
韓）“너희 반도 잘한다던데”   “3 반은 은철이형이 있잖아요”   
    （ あなたの組も上手だって。3 組はウンチョル兄さんがいるじゃないですか。） 
＜帰属存在文＞         
 日）この七十余戸のなかに，大久保利通が生い立った家もあった。 
韓）파견 오 년차에는 연수 동기인 함종복이 있었다.  
      （派遣五年次には研修同期であるハムジョンボクがいた。） 
＜絶対存在文＞      
日）自分で言う人がありますか。 
韓）그런 욕심을 안 가진 사람이 있느냐구.（そんな欲のない人っているか。） 
＜時間存在文＞ 
韓）두 시간쯤 있다가 들어온 한 여선생이 말한다.   
































以下にそれぞれの例を挙げる。なお，( ) 内に該当の所有物のカテゴリーを記しておく。   
 
（259）  a. 山田さんはすぐれた才能を持っている。  (属性) 
      b. 山田さんは立派な親を持っている。       (親族) 
      c. 山田さんは多くの著書を持っている。      (作品) 
      d. 私は車を持っている。                                    (その他の所有物)      
                              （角田太作 1991[2009: 150] ） 
 
以上の指摘を含め，「もつ」構文における所有物名詞については本章の 3.3.1 で詳しく取り上げ
























장미라(2002) と，言語習得の過程に見られる「가지다」の使用様相に関する 이종열(2008) を取
り上げる。その後，「가지다/갖다」の文法化について 남윤진(2000) を取り上げる。 




果状態の持続 -go ‘issda」の形が確立した後，20 世紀に入って「gaji-go ‘issda（もっている）」の
使用頻度が高くなり，現代韓国語において「所有状態」の表現として定着した(장미라 2002: 75) 
と解いている。さらに，「가지다」は他動詞でありながら，状態的な側面が浮き彫りになるのが
                                                        

















（260） a. (?)오늘, 철수가 그 구슬들을 가진다.    gaji-n-da (gaji-PRS-IND） 
     （今日チョルス(人名)がその玉を持つ） 
b. *철수가 그 구슬들을 조금씩 가지고 있다. gaji-go ‘iss-da ( gaji-CONT-IND) 
    （チョルス(人名)がその玉を少しずつ持っている） 
c. *오늘부터 철수가 그 구슬들을 가지기 시작한다.  
gaji-gi sijagha-n-da (gaji-NMLZ  はじめる-PRS-IND) 
   （今日からチョルス(人名)がその玉を持ちはじめる） 






















                                                        
32「進行」ではなく，「結果状態の持続を表す -go ‘issda（～ている）」と結合した gajigo ‘issda（もっている）の
形は最も自然的で生産的である (장미라 2002: 71-72)」という。 
 83 
 
（261）  동생이라도 있었다면 엄마나 할머니가 나를 갖고 이렇게 야단하지 않을 텐데.   
 dongsaing-‘irado ‘iss-‘ess-damien ‘emma-na harmeni-ga na-ryr-gajgo ‘irehgei 
弟/妹-でも ある-PAST-COND 母-や 祖母-NOM 1SG-ACC-gajgo このように 
 





（262）  토인비는 도전과 응전의 틀을 가지고 인간의 역사를 해석하였습니다.    
 to‘inbi-nyn dojen-goa ‘yngjen-‘yi tyr-‘yr-gajigo ‘ingan-‘yi ‘iegsa-ryr 
人名-TOP 挑戦-COM 応戦-POSS 枠-ACC-gajigo 人間-POSS 歴史-ACC 
 





（263）  느이 아버님 저 모양 되셔 갖고 순전히 쟤 하나 들락날락하고 슬하에서 고물고물하
는 거 바라보는 낙으로 사신다.                              
 ny‘i ‘abenim je mo‘iang doi-si-e-gajgo sujenhi jiai hana 
2PL.POSS 父.HON あの 模様 なる-HON-CV-gajgo ひとえに 3SG ひとつ 
 
 dyrragnarragha-go syrha-‘eise gomurgomurha-nyn ge barabo-nyn 
出たり入ったりする-CV 膝元-LOC もぞもぞする-ATTR.PRS こと 眺める-ATTR.PRS 
 
 nag-‘yro sa-si-n-da. 〔156M-186.HWP〕[状態］ 



















約 2,000 例のうち，「体がもたない」，「寄りかける」という意味を表す「もたせる」33 ，「人気が
ある」の意味を表す「もてる」および，「肩をもつ」「根にもつ」「前もって」のような慣用句の
例は除外した。3.3 ではこれらの対象外の例と連体修飾用法を除く約 1,000 例を検討した結果に基
づいて述べる。 
韓国語の用例抽出に当たって，オンラインで公開されている KNC の活用システム KKMA の計
量調査に基づくと，「가지다」は 17,819 例，「갖다」は 11,641 例現れており，動詞のうちそれぞれ
21 位，33 位を占めている。本章では文学作品における「가지다/갖다」の叙述用法34 および文法
化の例を検討する。考察対象の例は「가지다」1,510 例，縮約形「갖다」621 例である。本章の
3.4 ではこれら 2,131 例を検討した結果に基づいて述べる。 
 
3.3.「もつ」構文 






















                                                        











図 3：「もつ」650 例‐所有物のカテゴリー別割合 
 















































































































                                                        




































今は，持っていませんよ。                                       〔OB3X_00205〕 
                                                                                                                                                                            
「アル(イル)」の方が自然である」という指摘がある。 























                                  〔OB3X_00091〕 
（284） ある目的をもってどこかを目指しているとは考えにくかった。    〔OB6X_00047〕 
 
（285） 弥五兵衛と甚八は，南近江の平野に出たとき，はじめて，（これなら，逃げられる…） 











                                                        












（289） 修道士は威厳をもって答えた。 〔OB3X_00167〕 
 




















（294） 沼田は，胸に真っ赤なリボンをつけ，トランシーバーを持った。 〔OB2X_00124〕 
 






                                                        


































で現れた 2 例は，繰り返し行われることとして解釈される。 
 
 


































（307） アンソニー・オルサッティは突如として興味を持ち始めた。 〔OB4X_00137〕 







                                                        




























（318） おれは広弐屋のすみさんと所帯を持とうと思ってる。 〔OB6X_00201〕 










                                                        





         （兄貴がいたって） 
（321） 親の恩ばかり世間で強調するが，もし自分の子供を持ったらどんなに楽しいだろう。 
                                 （子供がいたら）       〔OB3X_00089〕 
 
【理由】 
（322） この塾というのが早治大学予備校的な性格を持っていたため週刊誌にスッパ抜かれて  
学内で問題になった。          （性格があるため）         〔OB3X_00110〕 
【並列】 
（323） 前畑家は自宅と工場のほかに地所を持っていて，そこに三階建てのアパートを建てて賃 
貸しているのである。     （地所があって）       〔OB6X_00093〕 
【直説】 
（324） すべての人が幸福になる権利をもっている。 〔OB5X_00155〕 
              （権利がある） 
（325） ブラックウェル・コレクションは，個人としては世界最大の価値を持つと噂されるよう 



































浮気しているんじゃないの？」とストレートに問い詰め，…    〔OB5X_00068〕 
 







































恒常的・静的 ◁◁◁◁◁                一時的・動的 
部分-----身体-----属性-----親族-----財産-----関わり相手-----精神活動-----所持品-----活動 
 















가지다 0.6% 5.6% 23.9% 0.6% 21.6% 0.2% 41.1% 0.4% 6.0%































〈身体〉に当てはまる所有物名詞には「커다란 눈（大きい目），아름다운 손（美しい手），좋은 
목（いい声），똑똑한 머리（賢い頭），과학자의 눈（科学者の目），단단한 몸（引き締まった体），
그 얼굴（その顔）」などのように，通常，修飾語句を伴って表れる。 
「가지다/갖다」の活用形に注目すると，「gaji/gaj-go」の形が 5 割を占めており最も目立つ。そ
れに次いで進行形「gaji/gaj-go‘issda」が約 3 割を占めている。過去形「gaji-essda」41 の例も 4 例
見出されるが，進行形「gaji/gaj-go‘issda」との間に意味的な対立はなく，互いに言い替えられる。 
 
（336） 불구라면 불구로 볼 수 있는 그 혹을 가지고 고급 장교에까지 승진했다는 것은,  
소위 말하는 당성(黨性)이 강하거나 그렇지 않으면 전공(戰功)이 특별했음에 틀림없다 




（337） 어째서 그 잘란 인물 똑똑한 머리를 가지고 나라에서 금하는 책을 읽고 나라에서  
금하는 사상인가 뭔가를 가졌던 것인지 야속할 뿐이었다. 〔BEXX0019〕 
（どうしてそんな見目良い顔，賢い頭を[lit.もって]，国から禁じる本を読み，国から禁じ 
る思想やら何やらを持っていたのか恨めしい限りだった。） 






（338） 그 얼굴 갖고 여태까지 애인 하나 없었다면 그게 되레 말짱 거짓말이지.〔CE000030〕 
（その顔を[lit.もって]今まで恋人ひとりいなかった(という)ならそれは全く嘘だ。） 
 
（339） 그 여자는 개성 있는 얼굴을 가지고 있었다.〔AE000142〕 
（その女は個性ある顔を[lit.もっていた]。） 
 
（340） 그는 일생을 아름다운 일만 생각하고 행해 왔던 사람처럼 맑고 아름다운 눈을  
가지고 있었다. （彼は一生美しいことだけ考えて行動してきた人のように，清く美しい 
目を[lit.もっていた]。）〔BEXX0002〕 
 
（341） 열정적으로 토로하는 굵직한 목소리가 그녀에게 그가 대단한 근골의 몸을 갖고      
       있다는 생각이 들게 했는지도 모른다. （情熱的に吐露する太い声が彼女に彼が筋骨隆々 









（342） 차마 눈 가지고는 바라보지 못할 것이다.〔BEXX0005〕 
    [lit.目(を)もっては]（とても見るに耐えないだろう。） 
 
（343） 두 눈을 가졌으면 저 운동장을 좀 내다봐요.〔CE000079〕 
[lit.両目をもったなら]（両目があるならあの運動場を見てください。） 
 




















（344） 유달리 초저녁 잠이 많은 그녀인데, 대신 한번 잠이 깨면 다시 잠들기가 어려운  
묘한 버릇을 가지고 있다.（とりわけ宵寝することが多い彼女だけど，代わりに一度 
目覚めると二度寝が難しいという妙な癖を[lit.もっている]。）〔CE000030〕 
 
（345） 키가 무척 컸고 왠지 모르게 어색한 걸음걸이를 가지고 있었다.〔BEXX0002〕 
（背がとても高くてなんとなくぎこちない歩き方を[lit.もっていた]。） 
 
（346） 박길상씨는 출세한 세러리맨답게 안정된 분위기를 갖고 있었다. 〔BEXX0017〕 
（パクキルサン(人名)さんは成功したサラリーマンらしく安定した雰囲気を [lit.もっていた]。） 
 




（348） 일본식 이름을 갖고 따로 한국식 이름을 짓는 사람은 더러 있지만…〔BEXX0017〕 
（日本式の名前を[lit.もって] 別に韓国式の名前を作る人はたまにいるが…） 
 






















（352） 녀석은 카메라 비푸파인더에 비친 피사체의 각도를 순간적으로 포착해 내는  








（353） 마음속으로 늘 동생을 한 명쯤 가져보고 싶다고 생각했는데… 〔CE000073〕 
           （동생이 한명쯤 있었으면 하고） 
   （心の中でいつも弟/妹を一人ぐらい[lit.もってみたい] /いて欲しいと思ったけど…） 
 
（354） 그녀는 가족을 갖고 있지 않다. 〔D96AA114〕                     
（가족이 없다）    （彼女は家族を[lit.もっていない]。） 
 





（355） 현지가 앨 가졌다는 사실 때문이 아니라, 아이를 배고도 그렇게 생글생글 웃을 수  









（357） 그리고 아이를 갖고 싶다는 생각을 했다.〔CE000023〕 
   （そして子供を[lit.もちたい] と思った。） 
 
（358） 벌써부터 아기를 가지자는 말인가? 〔BEXX0002〕 
（もう子供を[lit.もとう] 作ろうというのか。） 
 















（360） 예술가는 애인도 가져서는 안 되는가.〔AE000094〕 
（芸術家は恋人も[lit.もっては] いけないのか） 
 
（361） 확실히 그 여자는 애인을 갖지 못했을 거다. 〔BEXX0006〕 
（確かあの女は恋人を[lit.もてなかった]に違いない。） 
 
（362） 나의 생도  나의 사도 나는 생후 한번도 위안자를 갖지 못했다. 〔DENA018〕 
（私の生も私の死も，私は生後一度も慰安者を[lit.もてなかった]。） 
 












「가지다」の活用においては，進行形「-go ‘issda」の形が 4 割を占めており，最も目立つ。そ





（364） 시골 우체국장이라는 사람이 아파트를 여섯 채나 가지구 있다구 하더라구요. 
（田舎郵便局長という人がアパートを六棟も[lit.もっている] というんです。）〔AE000077〕 
 
（365） 난 네 어머니의 시를 여러 편 가지고 있다. 〔BEXX0025〕 
（私はあなたのお母さんの詞を何編[lit.もっている]。） 
 




（367） 처음에 그가 압구정동 어딘가에 찻집을 하나 갖고 있다고 말했을 때… 
（最初に彼が狎鷗亭洞のどこかに茶屋を一つ[lit.もっている] と言った時…） 〔BEXX0017〕 
 










（369） 남은 건 어떻게 했어?（残りはどうした？） 
（370） a. 내가 가졌다.   （私のものにした。） 






ヒトである次のような例も 3 例見受けられるが，これらは〈財産〉の拡張的な用法と見なしうる。 
 
（371） 영순이 저는 잽싸게 제 밥으로 김 상무 찍어놓고, 효숙이한테는 백 박사 가지라니,  













活用形に注目すると，「テ形」に相当する「-go」，進行形「-go ‘iss」，過去形「-‘ess」の 3 つの
形がとりわけ目立つ。 
 
（372） 정우는 참을성을 가지고 그를 지켜보았다. 〔BEXX0024〕 
（ジョンウ（人名）は忍耐心を[lit.もって] 彼を見守った。） 
 
（373） 마음을 넓게 갖고 현실을 포용해야지, … 〔CE000029〕 
（こころを広く[lit.もって] 現実を包容しなきゃ，…） 
 
（374） 그런 생각을 갖고 계시다면 지금이라도 버리세요. 〔BEXX0001〕 
（そんな考えを[lit.もってらっしゃる] なら今でも捨ててください。） 
 









さらに，変化「-gei doida」，もくろみ「-e boda(～てみる)」，使役「-ge hada」，命令「-era」，や
りもらい「-e juda(～てあげる/くれる)」42 の例も珍しくないなど，多様な機能的意味と結合して
用いられる。 
先行研究の 장미라（2002: 69）では，始発「～し始める」に相当する「-gi sijaghada」との結合
に制約があるとしているが，〈精神活動〉においてはそのような制約はないといえる。 
 







（377） 태식이 시내에서 잡혔을 때, 그는 소형 사진기를 가지고 있었고,〔AE000094〕 
   （テシク(人名) が市内から捕まった時，彼は小型カメラを[lit.もっていたし] ） 
 
（378） 놈들이 칼을 가지고 있지 않다면 한바탕 해 볼만했다.〔CE000020〕 
（奴らが刀を[lit.もっていなければ]勝ち目はあった。） 
 







「モノ名詞+가지다/갖다+V2」の例を見ると，「gaji/gaj-go + 移動動詞」と「gaji/gaj-eda/da + 他
動詞」の 2 つのタイプに分かれる。以下に「가지다/갖다+V2」の例を示す。 
 
（380） “열쇠 잊지 말고 가지고 나가.” 〔CE000030〕 
（鍵忘れないで[lit.もって]出かけて。） 
 
（381） 해숙이 맥주컵 둘을 가지고 들어왔다.〔BEXX0009〕 
   （ヘスク(人名)）がビールのグラス二つを[lit.もって]入って来た。） 
 
                                                        




（382） 치료비 갖고 와서 사과하면 봐 주겠다며 밥도 먹지 않은 채로 계속 버티는 것이다. 
（治療費を[lit.もって]来て謝ると許してあげるといいながらご飯も食べないままずっとね
ばっているのだ。）                       〔AE000075〕 
 
（383） 가방은 사무실에 갖다 뒀습니다. 〔BEXX0006〕 
   （カバンは事務室に[lit.もって(行って)]置いておきました。） 
 





よそ 70% を占めている。一方，「갖다+V2」(228 例)の場合は，連結語尾「-eda/da」をとり，授受
動詞「주다（あげる/くれる）」をはじめとする他動詞に先行しているものが 77% を占めており，
「가지다」と「갖다」の使用様相に違いが見られる。 













（385） 비토리오 성에 들어가 노리에이와 단독 면담을 가졌다는 사실을 숨길 까닭은 물론  
       조금도 없었다.（ヴィットリオの城に入ってノリエイと単独の面談を[lit.もった]という
       事実を隠す理由はもちろん全くなかった。）〔CE000030〕 
 
（386） 오전 10 시부터 30 분간 그는 회사의 경제 관계자들과 회의를 가졌고, 그 이후 점심 






（387） 오랜만에 사관들의 감시를 피해 한가로운 시간을 가지고 있었다.〔BEXX0024〕 
（久々に士官の監視を避けてのどかな時間を[lit. もっていた]。） 
 
（388） 광신자들이 따로이 신년 축제(新年祝祭)를 갖는다더군. 〔AE000059〕 
（狂信者たちが別に新年祝祭を[lit.もつ]そうだ。） 
 
（389） 가이드는 자기 소개의 시간을 갖자고 제안했고 우리는 마틴의 동의를 얻어 거의  
























（390） 우산을 가지고 언니를 데리러 가야 하지 않을까.〔BEXX0009〕 
（傘を[lit.もって]姉を迎えに行かなくてもいいのかな。） 
 
（391） 자주 만나 얘기를 나눌 기회를 가지고 싶어. 〔BREO0089 〕 













（392） 모임만 가지면 논쟁이 벌어지기 일쑤였다. 〔CE000029〕 
（모임만 있으면） （会合を[lit.もつと] /あると論争が起こりがちだ。） 
 
（393） 예술가는 애인도 가져서는 안 되는가. 〔AE000094〕 
（애인도 있어서는）（芸術家は恋人も[lit.もっては] /あってはいけないのか） 
 
（394） 그토록 소원하던 내 아파트와 차, 그리고 현금을 가졌는데도 이상하게 허전해. 




さらに，「同時」を表す「가지다」の例に関しては，「성의 있게（精義をもって）, 참을성 있게




（395） 여자가 거의 자신을 가지고 먼저 묻는다.〔BEXX0006〕 
（자신 있게） （女性が自信を[lit.もって] 先に尋ねる。） 
 
（396） 정우는 참을성을 가지고 그를 지켜보았다.〔BEXX0024〕 




















































表 26.「가지다」と「갖다」の使用頻度(KNC 全体) 
 가지다 갖다 
書きことば 話しことば 書きことば 話しことば 
動詞 16,151 例 (92.2%) 992 例 (25.4%) 10,679 例 (99.6%) 685 例 (45.5%) 
語尾 1,372 例 (7.8%) 2,919 例 (74.6%) 46 例 (0.4%) 820 例 (54.5%) 




表 27.「가지고」と「갖고」の文法化の例(KNC の小説ジャンル) 
 가지고 갖고 合計 
語尾 608 例 (40.3%) 44 例 (7.1%) 652 例 (30.6%) 
助詞 168 例 (11.1%) 31 例 (5.3%) 199 例 (9.3%) 
合計 776 例 (51.4%) 75 例 (12.1%) 851 例 (39.9%) 





「가지다」と「갖다」を分けて示すと，「가지다」の文法化の例は全 1,526 例の約 5 割を占めて
いるのに対して，縮約形「갖다」における文法化の例は全 629 例の 12% に留まっており，「가지다」
と「갖다」の使用傾向は必ずしも一致しないということがわかる。 
以下では，まず「V-아/어 가지고」と「V-아/어 갖고」（以下，「V-‘e gajigo/gajgo」と記す）に
ついて取り上げた後，「助詞」の機能を果たす「가지고/갖고」について考察する。 
 






（397） 해질 무렵 그녀는 거리에 나가 신문을 사 가지고 돌아왔다. 〔CE000030〕 
新聞-ACC 買う-CV gajigo 
（日が暮れる頃，彼女は街に出て新聞を買って戻ってきた。） 
 








まず，先行節が【〈所持品〉-ACC V -‘e gajigo/gajgo】の形で現れ，後行節の述語に移動動詞や動
作動詞がくる場合は，先行節は後行節に対し，一般に「様態・手段」の意味を表す。 





成り立つ。なお，削除が可能な部分に ( ) を付けて表す。 
 
（399） 둘이서 커피잔을 하나씩 (나누어) 갖고 다시 거실에 나와 앉았을 때는… 
       コーヒーコップ-ACC 一つずつ(分ける-CV)  gajgo            〔BEXX0017〕 
（二人でコーヒーコップを一つずつ(分け)持って再び居間に戻り座った時は…） 
 
（400） 신청서를 (써) 가지고 다음 줄에 가 섰다.              〔AE000148〕 
申請書-ACC (書く-CV)  gajigo                       
（申請書を書いて列に並んだ） 
 
次に，「V-‘e gajigo/gajgo」の V を削除しても文が成り立つもう一つのケースとして，【〈身体属
性〉-ACC  하다(する)-‘e gajigo/gajgo】が挙げられる。 
 
（401） 손자새끼 낯을 (해)가지고 마누라 어쩌구 하고 어리광으로… 
孫 やつ   顔-ACC (する-CV) gajigo                    〔AE000110〕 
（孫（のような）顔をして嫁なんたらって甘えることで…） 
 
（402） 그들은 그 꼴을 (해)갖고서는 도저히 정상인들의 사회에서 살 수가 없는 것이다. 







（403） 어금니를 문 채 생선눈을 ?(해)가지고 급식구를 바라보고 있노라니 문득 시장기가  





 さらに，【NP-ACC V-‘e gajigo/gajgo】の NP が〈所持品〉および恒常的な〈身体属性〉以外に当て




（404） 자네가 한 열흘간 일을 못 나오다가 간신히 얼굴이 핼쓱해 가지고 나왔을 때도 나는
       총무과장한테 자네를 다시 쓰자고 수없이 졸라댔었네. やつれる-CV  gajigo〔BEXX0009〕 
（君が十日間仕事を休んでいて，辛うじて顔がやつれて出てきた時も私は総務課長に君を
再び雇うように数え切れないほどお願いした。）     
 
（405） 진호는 전날처럼 들떠 있지도 않았고, 오히려 허탈한 감정을 추스릴 길이 없는 듯,  
        밤새 수척해져 갖고, 와서 앉아 있었다. 〔BEXX0017〕 




（406） 그래 갖고 사관이가?（それでも士官なの？） 〔BEXX0024〕 
      そうだ-CV  gajgo 
 
（407） 그래 가지고 죽냐?（そうしては死なない。） 〔CE000029〕 






（408） 우린 워낙에 빚이 있어 가지고 빌릴 데가 없구만.  〔CE000029〕 
             ある-CV  gajigo   
（うちはたくさん借金があって借りるところがない。） 
 
（409） 방을 못 구해 갖고… 〔CE000029〕 










（410） 나 계산해 갖구 나올께, 같이 가.（私会計してくる，一緒に行こう。）〔AE000077〕 
      会計する-CV  gajgo 
 
（411） 그는 다시 일어나서 자세를 바르게 해가지고 도로 앉았다. 〔BEXX0005〕 


















いう 3 つのタイプに分けられる。それぞれの意味機能によって，【NP(-ACC) gajigo/gajgo】は具格名
詞句「NP -로/으로」，「NP-에 대해서（~に対して）」，「NP -때문에（原因～のために）」，与格名詞
句「NP-에게」等44 への置き換えが可能である。 
















表 28.「NP(-ACC) gajigo/gajgo」：置き換えの可否 




55.8% (111 例) 
理由・対象 
27.1% (54 例) 
対象のみ 
17.1% (34 例) 
-로/으로(具格)  55.8% (111 例)  26.6% (53 例) 12.6% (25 例) 
-에 대해서(~について)  ×  24.6% (49 例) 14.6% (29 例) 
-때문에(原因)  × 27.1% (54 例) × 










（412） 그 무렵에는 늘 지어다가 먹곤 한 약국 약 가지고는 오한이 잡히는 것 같지 않았다. 
                                      薬局 薬 gajigo                     〔BEXX0009〕 
 （その頃はいつも使っていた薬局の薬では寒気がおさまるような気がしなかった。） 
 
（413） 소주 갖고 되겠어? 〔CE000029〕 
焼酎 gajgo（焼酎でいいの？） 
 
（414） 말만 가지고 되나.  〔BEXX0004〕 





（415） 5 만 원 갖고 어떻게 살아? 〔BEXX0024〕 
        5 万ウォン gajgo（５万ウォンで/もってどうやって暮らす？） 
 
（416） 나는 엉뚱한 열쇠를 가지고 문을 열려고 하고 있었다.  〔BEXX0008〕 
          鍵-ACC gajigo（私は違う鍵をで/もってドアを開けようとしていた。） 
 









（417） 아침부터 내가 왜 남의 일을 가지고 이렇게 흥분하지? 〔CE000030〕 
             他人-POSS こと-ACC  gajigo 
（朝から私がなんで他人のことでこんなに興奮するんだろう。） 
 
（418） 오늘 아침에 내가 농담을 했던 걸 가지고 저러는 겁니다.〔BEXX0007〕 
                  冗談-ACC する-PAST-REC-ATTR こと.ACC  gajigo 
（今朝私が冗談をいったことであんな調子なんです。） 
 
（419） 지금 서울서는 그 편지를 갖고 데모를 한답니다.〔CE000020〕 
                        その手紙-ACC  gajgo 
（今ソウル(地名)ではその手紙に対してデモを行っているそうです。） 
 
（420） 이미 지난 일 갖고 조 차장님 붙들며 시비할 생각은 아니고…〔BEXX0018〕 









（421） 갑작스런 의심으로 굳어졌던 할머니의 표정이 조금씩 누그러졌다. 〔AE000058〕 
（当然の疑いで固まった祖母の表情が少しずつ柔らかくなった。） 
 
（422） 심한 현기증으로 한참을 움직이지 못했다.〔AE000094〕 
（ひどいめまいでしばらく動けなかった。） 
 


















（425） 현지 주민의 불평을 정부 당국에 강력히 드러낸 탓으로 내각이 넘어졌다. 











（427） 일 년에 한두 번 있을까말까 한 일을 갖고 시비야? 〔BEXX0024〕 









（428） 내 방 계약금 가지고 내가 왜 맘대로 못하나요?   〔CE000026〕 





（429） 빤한 걸 가지고 묻고 야단이야.     〔CE000026〕 






（430） 밥 가지고 이게 무신 짓이고. 〔BEXX0024〕 
   ご飯 gajigo（ご飯(で/に)なんてことをするんだ！） 
 
（431） 다 이겨 놓은 장기를 갖고 왜 초를 치는 거여? 〔BEXX0020〕 
                 将棋-ACC  gajgo（ほとんど勝った将棋をなんで台無しにするんだ！？） 
 
（432） 그대로 의젓이 앉어서 제 닭 가지고 하듯이 또 죽어라, 죽어라, 하고 패는 것이다.  































































しても，「V1 + V2」の V1としても頻繁に使われる。 
さらに，「もつ + V2」と「가지다 + V2」の V2 に注目すると，「来る，行く」や「오다（来る），
가다（行く）」をはじめとする移動動詞が圧倒的に多いという点で共通している。 
ところが，「가지다/갖다」においては，V2 として移動動詞のほか，授受動詞などの他動詞を伴






































（433） 【日本語】 集団の内側から色白で切れ長の目をした男が進みでた。 〔OB5X_00123〕  
【韓国語】 du  saram-‘yn ddoggat-‘i    narssinha-n             mommai-ryr ha-go‘iss-‘ess-da. 
                               二  人-TOP            同じだ-ADLZ  すらっとする-ATTR 体つき-ACC       する-CONT-PAST-IND 
      （二人は同様にすらっとした体つきをしていた。）  〔BEXX0007〕 
 
（434） 【日本語】彼女は泣き腫らした赤い眼をしていた。 〔OB3X_00154〕 
【韓国語】‘ur-‘ese     tungtung    bu-‘yn    nun-‘yr   ha-gonyn  jejjog-‘yro     
                 泣く-CV      ぶくぶく     腫れる-ATTR.PAST    眼-ACC      する-CV.PRF   向こう-INS 
dor-‘a    ga-ss-da.      〔BEXX0026〕 
                 回る-CV   行く-PAST-IND 
                      （泣いてぶくぶく腫れた眼をしては向こう側へ回って行った。） 

















                                                        




有傾斜(Possession Cline)」と呼んでいる。所有物の分類と位置づけは「身体部分 ＞ 属性 ＞ 衣類 ＞（親族）























































   この構文は述語に意味的な特定性がないことが特徴的である。述語には X（属性の持ち主）と Y（属性）
の 2 つの項をとり，しかも意味的に透明な（動作のあり方などが特定化されていない）語彙がふさわしい。
…（中略）この構文における X と Y は常に一体といってもよい非常に強い同一性を有しており，この同一性
こそが通常の文における述語動詞の実質的意味にかわって，われわれに X と Y の関係性を了解させ，文の意
味を成り立たせている。このような事情が根源的属性という意味的特徴が要求される理由であると思われる。 







                                                        
47 佐藤琢三(2003: 31) は，「根源的属性」を「対象 X が X として成り立つ以上は常に有される X の内在的な属
性であり，X の成立後に外的に付与される可能性はないものである」と定義している。 




にとっての内在的な特徴とはいえない。(佐藤琢三 2003: 27)」と解いている。 
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影山太郎(2003: 23) は「彼女は青い目をしている」型の文を「身体属性文」と呼んでいる。 
一方，「ふくれっ面をしている」のような「一時的な状態や動作を表す場合は名詞修飾から主
述関係への反転が起こらない(影山太郎 2010: 14)」と述べ，以下の例を提示している。 
 













（436） a. 三十五歳前後のやせ型の男で，鋭い目つきをしていた。〔人民は弱し，官史は強し〕 
b. 35 살 전후의 마른형의 남자로, 날카로운 눈매를 하고 있었다. 
 
（437） a. どうしたの皆さん。そんなに憂鬱そうな顔をして―― 〔風に吹かれて〕 
b. 왜그래? 모두들 그런 우울한 듯한 얼굴을 하고. 
 















50「白い肌をしている」に対応する韓国語として，同じ形の「하얀 피부를 하고 있네（白い肌をしているね）」
の他，「피부가 희네（肌が白いね）」(安秉杰 2004: 128) を挙げ，後者の方が自然であると記している。 
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属性叙述                     事象叙述 
静的 ◁◁◁◁◁◁◁◁◁◁◁ 動的  
内在的      非内在的・非意図的     意図的 
身 体 属 性--------状  態--------------動  作 
〈する〉     幼い顔         腫れた眼   奇抜な格好      手袋     不機嫌な顔 
〈하다〉    날씬한 몸매      상기된 얼굴   피투성이 얼굴    목걸이   못마땅한 얼굴 









NP をする 意図性 主述関係への反転 
(Ⅰ) 身体・属性 細い指をしている 無し 指が細い 








表情 不満な顔をしている 文脈依存的 ?顔が不満だ 







                                                        
51 影山太郎(2008: 27) は「今だけ」や「ふだんは」を付けることができる「時間的に変動する可能性のあるもの」
と「本質的な属性」を区別しており，Carlson(1980)，Krifka et al.(1995) では主語名詞の恒常的な性質を述べる
文を「Individual-level predicates」と呼び，時間の流れのなかの特定の時点における状態の叙述を「Stage-level 
predicates」と呼んで区別している。 



















（438） 韓国語の「NP-를 하다」55 による属性・状態叙述    
(Ⅰ) 그것은 화려한 색을 하고 있다.                     
gyges-‘yn  hoarieha-n   saig-‘yr   ha-go ‘iss-da.    （それは派手な色をしている） 
         それ-TOP   派手だ-ATTR 色-ACC     する-CONT-IND     
≈ 그것은 색이 화려하다.                              
   gyges-‘yn   saig-‘i    hoarieha-da.               （≈ それは色が派手だ） 
              それ-TOP      色-NOM    派手だ-IND                           
  
(Ⅱ) 그는 창백한 얼굴을 하고 있다.                
            gy-nyn   cangbaig-han  ‘ergur-‘yr   ha-go ‘iss-da.    （彼は青白い顔をしている） 
彼-TOP    青白い-ATTR    顔-ACC       する-CONT-IND     
≈ 그는     얼굴이     창백하다.                        
     gy-nyn   ‘ergur-‘i     cangbaigha-da.                  （≈ 彼は顔が青白い） 
彼-TOP      顔-NOM     青白い-IND                     
 
                                                        





55 韓国語の対格助詞 -를(母音の後)と-을(子音の後)を「-를」で代表し，「-를 하다 (～をする)」と記す。 
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(Ⅲ) 그녀는 짧은 머리를 하고 있다.                     
gynie-nyn    jjarb-‘yn    meri-ryr  ha-go ‘iss-da.      （彼女は短い髪をしている） 
             彼女-TOP    短い-ATTR  髪-ACC する-CONT-IND         
≈ 그녀는 머리가 짧다.                                  
       gynie-nyn  meri-ga   jjarb-da.                      （≈ 彼女は髪が短い） 
彼女-TOP      髪-NOM   短い-IND                        
日本語のコーパス(BCCWJ) と韓国語のコーパス(KNC) のそれぞれの文学ジャンルに現れてい






NP 를 하다 
10,100 例中 
叙述用法 102 例 (69%) 73 例 (65%) 
連体用法 45 例 (31%) 39 例 (35%) 
 147 例(100%) 112 例(100%) 
 
前述の（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）に当てはまる「する」の例は 3,648 例の約 4% を占めており，「하다」










































（442） 손자새끼 낯을 해가지고 마누라 어쩌구 하고 어리광으로… 〔AE000110〕 
（孫（のような）顔をして嫁なんたらって甘えることで…） 
 
（443） 그 중생은 구렁이의 몸을 하고 있었습니다.〔BEXX0019〕 
（その衆生は青大将の体をしていました。） 
身体 属性 状態 
する 38.2% 35.3% 26.5%












（444） 그들은 짧게 치어깎은 머리에 완강한 가슴을 하고 있어 한눈에도 오랜 기간을 두고 
       운동으로 단련된 육체임을 알 수 있었다.〔BEXX0019〕 
















（445） 可愛らしい顔立ちをしていた。 〔OB6X_00047〕 
 






（449） 두 사람은 똑같이 날씬한 몸매를 하고 있었다.〔BEXX0007〕 
（二人は同じくすらっとした体つきをしていた。） 
 
（450） 그녀는 이십대 중반으로 보이는데 대단히 좋은 몸매를 하고 있었다.〔BEXX0007〕 
（彼女は二十代半ばに見えるがとてもいい体つきをしていた。） 
 
（451） 특히 솜씨를 내서 예쁘고 곱게 그린다고 그린 해낭신은 처녀의 모습을 하고 있었다. 
（特に腕前を振るってきれいに描こうとして描いたヘナン神は乙女の姿をしていた。）
















も見出される。韓国語においても「우호적인 성격을 하고 있다（友好的な性格をしている），






















































（455） 그 낯선 여인은 내가 자기의 치마를 잡았다는 사실도 잘 모르고 울어서 퉁퉁 부은  

































（460） 예술하는 여자들을 보니까, 대개 생머리를 했더군요.〔BEXX0008〕 
（芸術(を)する女性達を見ると，大概ストレートの髪をしていたんです。） 
 
（461） 그녀는 자다가 방금 일어나 달려 나온 듯잠옷바람에 가운을 걸치고 있었고 실내화도

















（463） 화장을 곱게 한 해숙이 하얗게 소복을 하고 누워 있을 것 같은 생각이 머릿속을  



















































（465） 判事は，背が低く，やや太りすぎの体型をしていて，人をいつも疑っているような鋭い  




（467） いい年齢をして深みがない。 〔OB2X_00267〕 
 
（468） 바위는 그냥 여느 바위였는데 위쪽이 사람의 머리모양을 하고 있어 아이는 미륵바위
       라고 혼자 이름을 지었다.（岩はただの普通の岩だったが，上の方が人の頭の模様を 
[lit.していて]子供は弥勒岩と独りで名前を作った。）〔BEXX0019〕 
 
（469） 손자새끼 낯을 해가지고 마누라 어쩌구 하고 어리광으로…〔AE000110〕 
（孫( のような)顔を[lit.してもって]嫁なんたらって甘えることで…） 
 
（470） 그 낯짝을 하고 나한테로 시집을 온담 뻔뻔하게.〔AE000110〕 
（そんな顔を[lit.して]私に嫁に来るなんて。ずうずうしい。） 
 
（471） 둥그스름한 얼굴뿐만 아니라 이목구비 모두 여성적이며 선량한 모습을 한다. 
   （丸っこい顔だけでなく目鼻立ちすべて女性的で善良な姿を[lit.する]。）〔BB94D022〕 
 
（472） 콧대가 유난히 높고 코 끝이 조금은 뭉떵한 그런 모습을 했다.〔BB94D022〕 
   （鼻柱がやけに高く鼻先が少しずんぐりした形を[lit.した]。） 
 



























（473） 수체의 산은 물결이 흘러가는 것과 같은 모습을 한다. 
（水体の山は波が流れていくのと同じ姿を[lit.する]。） 
 
（474） 30 대 중반∼50 대 초반으로 170∼175cm 키에 건장한 체격을 했다. 
（容疑者は 30 代半ば～50 代前半で 170∼175cm の背に壮健な体格を[lit.した]。） 
 
（475） 날개 달린 여성 혹은 얼굴만 여성인 새의 모습을 했다. 
（翼の付いた女性もしくは顔だけ女性である鳥の姿を[lit.した]。） 
 
（476） 위쪽의 양 모서리를 길이 44cm 정도 잘라낸 귀접이 모양을 했다. 









                                                        









（481） 어머니가 시뻘겋게 흥분된 모습을 하고 노크도 없이 교실로 들이닥쳤다. 
（母が真っ赤に高ぶった姿を[lit.して]ノックもなしに教室に入り込んだ。）〔CE000079〕 
 
（482） 그는 초라한 옷차림에 긴 백발을 하고 여읜 얼굴에 시선이 안정되어 있지 않은 노인 
       한 명을 손가락질했다. （長い白髪を[lit.して]痩せ衰えた顔に，視線が安定していない年 
寄り一人を指差した。）〔D97_B046〕 
 
（483） 그해 겨울 거지꼴을 하고 이 집에 찾아온 구천이의 모습이다. 〔BEXX0003〕 
（その年の冬，乞食の格好を[lit.して]この家に訪ねてきたクチョンの姿である。） 
 










































































た後，[Pr V Pe]型と[Pe V Pr]型における「所有物の分類」ついて見ていく。 






では 「もつ」と「가지다/갖다」を対象に，5.4 では「する」と「하다」を対象として，[Pr V Pe] 











（485）  a. 乙を もつ 甲 









一方，寺村秀夫(1984: 197-199) は，「性状規定的述語の場合― ～テイルの縮約形～タ」という項
目の中で，次のように言及している。 
 
（486） a.  白ッポイ着物ヲ｛着タ／着テイル｝婦人ガ入ッテキタ   
       b.   ソノ婦人ガ｛着タ／着テイル｝着物ニハ見オボエガアッタ    
（寺村秀夫 1984: 199） 
 
上掲の a. では，「修飾する動詞は被修飾語 N の動作，状態を述べている（つまり N が～タ／～
テイルに対して意味的に主格の関係に立っている）」のに対し，b. では「その対象（対格関係）」





このような違いがあるとすれば，所有動詞についても，所有者と所有物が [Pr V Pe] 構造をなす









〈日本語〉       〈朝鮮語〉 
       ル形          現在形，連体形現在，連体形未来 
       タ形          過去形，連体形過去，連体形回想 




                                                        
58 油谷幸利(1978)，梅田博之･村崎恭子(1982b)，菅野裕臣(1987, 1990)，伊藤英人(1989, 1990)，浜之上幸(1991, 












当然変わるが，(a) NP1-LOC の「机」と (c) NP2 の「机」は，いずれも「所在場所」としての解釈
を受ける。韓国語の場合も同様である。 
一方，NP1-LOC に人名詞を置いて（488）の (b) のように表してみると，日本語では，そのまま
では成立せず，「太郎のところに」のように場所化することが必要であろう59。それに対する解






（488）   〈連体修飾〉    〈叙述〉 
  
 
  NP-LOC V NP-HD  NP-NOM NP-LOC V 
 (a) 日 机(の上)に ある 本  本が/は 机(の上)に ある 
 韓 책상에 있는 책  책이/은 책상에 있다 
 (b) 日 ?太郎に ある/いる 息子  ?息子が/は 太郎に ある/いる 
 韓 철수한테 있는 아들  아들이/은 철수한테 있다 
         
  NP-NOM V NP-HD  NP-LOC NP-NOM V 
(c) 日 本が ある 机  机(の上)に 本が ある 
 韓 책이 있는 책상  책상에 책이 있다 
 (d) 日 息子が ある/いる 太郎  太郎に 息子が ある/いる 
 韓 아들이 있는 철수  철수한테 아들이 있다 
 
上述のことと関連して，存在動詞においては，[Pr V Pe] 型の所有表現が制限されるということ
が予想される。以下では，[NP1-LOC V NP2] と [NP1-NOM V NP2] という構造の違い及び，「有情性」
「トコロ性」を含む名詞の意味的特性60 に注目しつつ，実例を検討し，存在動詞の連体修飾によ














はじめ，連用形 (2 章参照) のものを外しながら，連体修飾の構造 (いわゆる「内の関係」の中，
述語と被修飾名詞が処格関係および，主格関係にあるもの) に当てはまる例を手作業で抽出した。
その結果，「ある」537 例と「いる」366 例が得られた。 




「ある」と「いる」それぞれの連体修飾節の用例を対象に，①「NP1-LOC V NP2」と ②「NP1-NOM 
V NP2」のように，構造別に分類した結果を以下の表に示す。 
 
表 32. 連体修飾「ある」と「いる」 
連体修飾 ある いる 
① [NP1-LOC V NP2] 273 例 270 例 
② [NP1-NOM V NP2] 264 例 96 例 
計 537 例 366 例 
 
主格名詞句(NP1-NOM) や，それに相当する[NP1-LOC V NP2] 構造の NP2は，名詞の選択において特
に制限がないといえよう。一方，処格名詞句(NP1- LOC) や [NP1-NOM V NP2] 構造の NP2 は，「トコ
ロ性」の影響を受けるということが予測される。 
このようなことを考慮に入れ，NP1- LOC と，[NP1-NOM V NP2] 構造の NP2 の名詞の種類に注目する
と，「ある」と「いる」のいずれも，NP1-LOC には，場所名詞もしくは位置名詞を伴った名詞句が
きており，有情物の例は現れていない。 
一方，[NP1-NOM V NP2] における NP2 に注目すると，「ある」の場合は，264 例中「場所」を示
す名詞は 58 例(22%) であるのに対し，「有情物」を示す名詞が 89 例(34%)，「その他無情物」を
示す名詞が 117 例(44%) 現れている。 
「いる」の場合は，[NP1-NOM V NP2] における NP2 も，「場所」を示す名詞類がほとんど(96 例
中 91 例)を占めている。これは，存在動詞の連体修飾節による所有表現は，[NP1-NOM ある NP2] 
の構造で現れやすいということを示唆する。 
以下の 5.1.2.1 では「ある」について述べ，5.1.2.2 では「いる」について述べる。 
                                                                                                                                                                            
このような，「一体感」や「トコロ性」という名詞(句)の意味的性質は，「もつ」と「ある」による「所有/存





連体修飾の機能を果たす「ある」全 537 例中，[NP1 にある NP2] 構造をなしている例は，273
例である。中身を見ると，「所在」227 例，「その他」29 例，「所有」17 例に分類される。 
 
 
図 11：[NP1にある NP2]における「所有」(273 例中 17 例) 
 
図 11 から見てとれるように，[NP1にある NP2] において，圧倒的に大きい割合を占めているの
は「所在」の例である。これらは，空間的な場所を指し示す NP1-LOC と，その場所を占めている
対象を表す NP2 で構成されている。以下に該当の例を示す。 
 
（489） 一週間後，私は有楽町に【ある】弁護士のオフィスへ行き，できあがった契約書を受け 
取った。                               〔一瞬の夏〕 
 
（490） それから私は目の前に【ある】ノートと鉛筆をチェックしてみた。 
                       〔世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド〕 
 







一方，NP1-LOC と NP2 の間に成り立つ相対的な意味関係によって，「NP1-LOC=所有者(Pr)」「NP2=
所有物(Pe)」としての解釈が可能なものは，273 例のわずか 6% (17 例) に過ぎない。なお，「所有」
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ころが，[NP1 にある NP2] 構造の NP2 が〈属性〉に相当する場合はかなり限られる。NP2 を〈属

















                                                                    〔パニック〕 
（498） 私は，私の中に【あった】心の世界を言葉として表現するにはどうしたらいいのかと 














このように，[NP1 にある NP2] 構造でもって [Pr V Pe] 型の「所有」を表す場合もあるが，（「存
在/所在」に限らず）このような場合でも「NP1」を充たす名詞(句)は，「トコロ性」を有している
ことが要求されるため，現れうる所有関係は非常に限られる。 
次に，[NP1がある NP2] 構造について見ていく。[NP1 がある NP2] 構造をなしている 264 例を
検討し，「所有(Pe V Pr)」に当てはまる例を取り出して所有物の分類を行った結果を以下に示す。 
 
 




















上の図に示すように，[Pe V Pr] 型においては「所有」に当てはまる例が 7 割を超えており，際
立つ。残りは「所在」16%，「その他」9% に分類される。 
まず「所在」に該当する例を取り上げる。モノや場所を指し示す NP1-NOM と，それが占めてい































「所有(Pe V Pr)」全 199 例中 143 例は〈属性〉類に属す。「才能，魅力，愛嬌，見識，教養」の






おり…                              〔国盗り物語〕 
（509） 彼女はたしかに若くて，雰囲気の【ある】娘さんだ。〔OB1X_00125〕 
 





る「連語構成」61 のものが 24% (143 例中 34 例) を示しており，少なくない頻度で現れている。
代表的には「見識ある，価値ある，権威ある，教養ある，魅力ある」のようなものが挙げられる。 
なお，このような主格助詞を伴っていない例は「所有」199 例中 40 例(20%)であり，〈属性〉の
ほか，〈身体〉〈親族〉〈状態〉にも見出される。 
さらに，「似たところ」「聞かないところ」のような，「～ところがある NP」の形で，統語的構
成をなしている例も (143 例中 6 例) 見受けられる。 
ほとんどの例においては，上記のように NP1-NOM の名詞自体が抽象名詞であるが，NP1-NOM の抽






（512） 大して金の【ある】雑誌ではなかったので原稿料は安かった。 〔瞬の夏〕 
 
＜親族＞ 








                                                        
61 남윤진(2000) に倣い，2 つ以上の語彙が共起する現象を「連語関係」とし，この連語関係を持つ言語構成を「連
語構成(Collocation)」と呼ぶ。日本語と韓国語の連語構造の対照を行っている南潤珍(2006)では，「2 項構造の



































図 14：連体修飾「ある」の所有物(537 例中「所有」216 例) 
 
[NP1にある NP2] においては，[Pr V Pe] の解釈が可能なものはわずか 6% (273 例中 17 例) に過
ぎないのに対し，[NP1 がある NP2] においては，[Pe V Pr] の解釈が可能なものは，75% (264 例中
199 例) という大きな割合を示している。 
[NP1にある NP2] においては，NP1-LOC の「トコロ性」に関わる制限と深く関連しており，表し
うる所有関係および，所有物の分布が非常に限られるということが確かめられた。 











全 366 例中，[NP1 にいる NP2] 構造で現れた 270 例を検討すると，「所有」として捉えうるもの
は見受けられない。「その他」の存在文の文型にはまるものが 8.1% (22 例)を占めており，残りの



























であるらしく，かわるがわる訪ねてきた。                 〔帰郷〕 
 
（523） 伊織が奈良へ誘ったのは，環境問題について，奈良の県庁に【いる】人と会う用事が 




仮にこれを「所有」と見なすとすると，後述する [Pr V Pe] とは区別する必要がある。（523）
















続いて，[NP1がいる NP2] の形で現れた例を見ると，「いる」全 366 例中 96 例現れている。こ
の構造においても，「所在」に当てはまるものが 83.3% (80 例) を占めており，極めて目立つ。 
ところが，前述の [NP1にいる NP2] においては現れなかった，「所有」に相当する例も 16.7% 
(16 例) 見受けられる。 
 
 









































はそれを裏付けるものとなった。用例分析の結果，[NP1 にいる NP2] においては，[Pr V Pe] の解
釈が可能な例は見受けられない。 
一方，[NP1 がいる NP2] においては，ほとんどの例は「所在」に属すものの，[Pe V Pr] の解釈
が可能なものとして，〈親族〉や〈属性〉に相当する例(17%)も見受けられる。 







① [NP1-LOC 있는 NP2] 263 例 
② [NP1-NOM 있는 NP2] 226 例 
計 489 例 
 
[NP1 에 있는 NP2] 構造で現れた 263 例を検討すると，「所在」219 例 ，「その他」32 例のほか，





図 17：[NP1 에 있는 NP2]における「所有」(263 例中 12 例) 
 
 まず，「所在」に当てはまる代表的な例を以下に示す。物理的・空間的な場所 NP1-LOC を NP2 が
占めているということを表す。 
 
（533） 그는 부천에【있는】친구집에 다녀오는 길이었다고 제게 말했습니다. 〔D96AA114〕 
            （彼はブチョンにある友達の家に行ってくるところだったと私に言いました。） 
 
（534） 나는 일어서서 멘틀피스 위에【있는】초꽂이를 가져와서 테이블 위에 놓았다.  
（私は立ち上がってマントルピースの上にあるろうそく立てを持ってきてテーブルの上に
置いた。）〔CE000023〕                  
 







（536） 중앙부서에【있는】친구도 올 테고. 〔CE000023〕 
    （中央部署にいる友達も来るだろうし） 
 
意味的な側面だけを考えると，（536）の「NP1-LOC」と「NP2」を，「所在」のほか，所属を表す 







  所有5% 
  (部分,  
   属性,  
     精神活動, 
   所持品) 
 







（537） 피고의 처지에【있는】작가로서 검사 두 사람의 논의와 관련하여 변명하고… 
（被告の立場にある作家として，検事二人の議論に対して弁明し，…） 〔BEXX0026〕 
 




 [NP1 에 있는 NP2] に当てはまる 263 例のうち，「所有」の解釈が可能な例は，わずか 12 例(5%) 
に過ぎない。これらの NP1-LOC と NP2 の間には，それぞれ「全体‐部分」「主体‐属性」「経験者
‐精神活動」「行為者‐所持品」「経験者/行為者‐活動」のように，一定の相対的な意味関係が成
り立っており，[Pr V Pe]型の所有表現と見なしうる。該当の例を所有物のカテゴリー別に示す。 
 
＜部分＞ 
以下の（539）の NP2 「흰 반점(白いほくろ）」は「非普通所有物」の〈部分〉として捉えるこ
とができ，（540）の NP2 は「普通所有物」の〈部分〉として捉えうる。現れた 4 例とも NP1-LOC 
に身体名詞がきている。 
 


















（542） 늙은이들에게【있는】무던하게 넘어가기는 그래서 좋은 방법이 아니겠습니까. 
   （お年寄りの(物事を)無難におさめるやり方は，だからいい方法ではありませんか。） 
〔CE000023〕 
＜精神活動＞ 
現れた 4 例とも「내 마음 속（私の心の中），내 속（私の中），자기 속（自分の中），자기 내부
（自分の内部）」のように，「속（中）」「내부（内部）」という位置名詞を伴って現れている。 
 
（543） 자기 내부에【있는】어떤 미신적인 두려움을 부적에다가 투사시키기 때문일 것이다
   （自己の内部にある迷信的な恐怖をお守りに投射するためであろう。）〔BEXX0026〕 
 
（544） 흐르는 게 세월이라지만，내 속에【있는】나의 꿈이 온전해지지 않는한，… 
（流れていくのが歳月とはいえ，私の中にある私の夢が叶わない限り，…）〔DENA026〕 
 
次に示す〈所持品〉と〈活動〉はそれぞれ 1 例ずつ現れている。 
 
＜所持品＞ 
 次の例では，NP1-LOC に「(X の)手」がきており，NP2 にはもの名詞がきて「所持している状態」
を表す。 
 







（546） 누구에게나【있는】예사로운 일이고，…〔CE000023〕 
（誰にでもあるありふれたことであり，…） 
 
以上のように，韓国語においても「トコロ性」の弱い名詞は，[NP1 에 있는 NP2] の NP1-LOC と
して現れにくい。 
 一方，[NP1 가 있는 NP2] の形式で現れた例を検討すると，およそ 68% (153 例) が「所有」と






図 18：[NP1 가 있는 NP2]の分類(226 例)        図 19：[Pe 있다 Pr]の所有物(153 例) 
 
まず，「所在」の例は，226 例中 68 例(30%)現れている。次に代表的な例を示す。 
 
（547） 공단을 거쳐 그녀의 아파트가【있는】신시가지로 가는 버스였다.        〔CE000029〕 
    （公団を通って彼女のアパートがある新市街地に行くバスだった。） 
 
（548） 그녀가 남편이【있는】브라질로 떠나지 않고 서울에 계속 머문다고 해서… 
（彼女が，夫がいるブラジルに行かないでソウルに続けて泊まるといったので…） 
〔CE000030〕 
（549） 보수성과 권위적 색채는 정우가【있는】학교도 예외가 아니었기 때문이다. 
      （保守性と権威的な色彩はジョンウがいる学校も例外ではなかったためである。）  
〔CE000079〕 
一方，[NP1 가 있는 NP2] の形でもって，存在文の「その他」の文型に当てはまるものは 5 例見
出される。すべて「生起存在文」に当てはまる。 
 
（550） 항만 보수 확장 공사가【있는】흑산도에 취직이 되어 가는 중이었다.   〔BEXX0024〕 
   （港湾補修の拡張工事がある黒山島に就職が決まって向かっているところだった。） 
 
（551） 동료교사 결혼식이【있는】날이긴 하지만 그것도 염려할 건 아니었다. 〔BEXX0007〕 
   （同僚の教師の結婚式がある日ではあるが，それも心配することではなかった。） 
 
以下では，「所有」の例について見ていく。 























（552） 집은 망사드르(다락방)가【있는】4 층건물이었다.  〔D97_B046〕 
  （家はマンサード（屋根裏部屋）がある 4 階の建物だった。） 
 




（554） 아랫부리에는 수축할 수 있는 큰 주머니가【있는】대형의 물새이다. 〔BEXX0024〕 
   （下くちばしに収縮することのできる大きな袋がある大形の水鳥である。） 
 
（555） 아직도 상투가【있는】구식 노인인 선비였다.  〔BEXX0006〕 





（557）をはじめ，「이름 있는（名前ある）」「권위 있는（権威ある）」「용기 있는（勇気ある）」
「교양 있는（教養ある）」のような，主格表示を介さず直接述語に繋がっている「連語構成」の
例も，47% (114 例中 54 例) という大きい割合を占めている。 
さらに，（559）を含め，「유별난 데（変わったところ），신사다운 구석（紳士らしいところ），
제멋대로 하는 점（身勝手なところ）」などのような，「統語的構成」の NP1 を伴っている例(114
例中 8 例)も見出される。 
 
（556） 최근 광고 카피 중에서 표정이【있는】여자가 아름답다는 말이 있잖아.   
     （最近広告のコピーで表情がある女が美しいという話があるじゃない。）〔BEXX0001〕 
 
（557） 교양【있는】사람들만 사는 장소랍니다.   〔CE000023〕 
  （教養のある人達ばかり住んでいる場所だそうです。） 
 
（558） 돈【있는】사람들의 마음이 어찌 그리도 옹색하고 야멸찬지.  〔CE000079〕 
   （お金のある人達の心が，どうしてそんなにゆとりもなく無情なのか。） 
 














（561） 나는 처자식이【있는】몸이오.  〔BEXX0020〕 
    （私は妻子(の)ある身です。） 
 
＜財産＞ 
（562） 운동하는 사람치고 변변히 전세방 한 칸【있는】사람이 어딨습니까?  〔CE000029〕 
   （運動する者でろくにレンタル部屋一間(でも)ある人はいないでしょう。） 
 




（564） 여기에 대해 불만【있는】사람 나와봐.   〔CE000026〕 
   （これについて不満のある人は出て来なさい。） 
 
（565） 속에 누렁뱀 같은 딴 생각이【있는】사람들이라 그러는지〔CE000023〕 
   （(心の)中にヘビのような腹黒い考えがある人達だからかもしれないが） 
 
＜状態＞ 
（566） 해당 부위에 이상【있는】사람 손 들어봐.   〔DENA026〕 
   （該当部位に異常のある人は手あげて。） 
 
（567） 지금 그 사람들이 시 읽을 경황이나【있는】사람들인가.   〔CE000030〕 
   （今彼らが詩を読む余裕なんかある人達なのか。） 
 





図 20：連体修飾「있다」489 例中〈所有(165 例)〉における所有物 
 
まず，[NP1 에 있는 NP2] においては，「所有」の [Pr V Pe] 型として捉えうる場合はわずか 5% 
(263 例中 12 例) に過ぎない。所有者名詞は「トコロ性」の制約を受けるため，〈全体-部分〉〈身
体(生起場所)-精神活動〉に限られる。 
一方，[NP1 가 있는 NP2] においては，「所有」の [Pe V Pr] 型として捉えうるものが 68% (226
例中 153 例) を示しており，所有物名詞には〈部分〉〈身体〉〈属性〉〈親族〉〈財産〉〈精神活動〉










[NP1にある NP2] 構造では，NP1-LOC の名詞の「トコロ性」により，[NP1にある NP2] 構造でもっ
て [Pr V Pe]型の「所有」を表す場合(6%)もあるが，非常に限られる。所有物のカテゴリーでいう
と，〈部分〉〈属性〉〈精神活動〉〈所持品〉の 4 種類が現れているものの，「トコロ性」の強い名
詞が所有者の位置にくる〈部分〉〈精神活動〉のほかは制限されるという傾向が強い。 



















「トコロ性」に加え，「有情性」の制限もあり，[NP1 にいる NP2] でもって「所有」を表すこと
は考えにくい。用例分析の結果，すべての例において「所有」の解釈が可能なものはなく，予想
を裏付ける結果となった。 
一方，[NP1 がいる NP2] においては，ほとんどの例は「所在」に属すものの，「所有」の解釈が
可能なものとして，〈属性〉〈親族〉に相当する例(17%)も見出される。 
このように，連体修飾の「いる」による「所有」は，[Pe V Pr]型に限られる。 
 
＜連体修飾「있다」＞ 
[NP1 에 있는 NP2] においては，「所有(Pr V Pe)」に当てはまるものが 5% の割合で現れている。 
所有物としては〈部分〉〈属性〉〈精神活動〉〈所持品〉〈活動〉が現れているものの，〈(全体-)
部分〉〈(生起場所-)精神活動〉に当てはまるものが目立つ。表しうる所有関係が非常に限られる
という点が日本語の [NP1にある NP2] の場合に極めて似ている。 









韓国語においても，連体節の [NP1 에 있는 NP2] においては，「トコロ性」の強いものでないと
NP1-LOC として現れにくい。 
続いて，[NP1 がある NP2] と [NP1 가 있는 NP2] については，修飾部に「連語構成」のものが
多く現れており，さらに形容詞的な表現になっているものが多いということや，統語的構成を成
す NP1 の出現が珍しくない，ということも共通している。これは，存在動詞の所有表現に見られ
る特徴であり，注目に値する。より厳密には，日本語の [NP1 がある NP2] に比べ，韓国語の [NP1 가 
있는 NP2] において，「連語構成」をはじめ，主格助詞を介さず現れる傾向がとりわけ強い。 
本節での考察に基づき，日本語と韓国語のいずれにおいても，存在動詞による「所有表現」は













て，所有者が被修飾名詞である [Pe V Pr]型と，所有物が被修飾名詞である [Pr V Pe]型に分類し
た上，所有物の分類および，恒常性・一時性に影響される連体形の実現様相について考察する。 




回目の調査では，『新潮文庫の 100 冊』の 67 作品を資料として，日本語の「テキストデーター処
理ソフトウェア（佐野 2003）」を利用して検索を行った。検索式「(持つ|持った|持っている|持っ
ていた).*」で得られた 1,596 例のうち連体形で現れた例を考察の対象とした。 









は「가지다/갖다」約 4,843 例の中に現れた連体形 500 例62 を対象に考察を行う。 
 
5.3.2. 「もつ」の連体修飾 
連体修飾節をなしている「もつ」を対象に，所有者が被修飾名詞である [Pe V Pr] 型と，所有





                                                        
62 KNC 旧版の小説作品から「가지다」「갖다」を形態素分析で検索すると，「가지다」が 1,532 例，「갖다」が 728
例検索される。その中から，叙述用法の例や文法化の例，対象外の例を外していくと，対象の連体形の例は両形




表 34. 連体修飾「もつ」の所有物(606 例) 
所有物 
[Pe V Pr] [Pr V Pe] 
用例数 割合 用例数 割合 
身体 16 3.7% 0 0% 
部分 10 2.3% 0 0% 
属性 223 51.0% 76 45.0% 
親族 18 4.1% 1 0.6% 
作品 1 0.2% 0 0% 
財産 31 7.1% 19 11.2% 
精神活動 45 10.3% 11 6.5% 
所持品 88 20.1% 62 36.7% 
活動 5 1.1% 0 0% 
計 437 例 100% 169 例 100% 
  
 「もつ」で表しうる所有表現は，所有物の分類の観点からすると，少なくとも上掲の 9 種類に
分類される。〈身体〉〈部分〉〈親族〉〈活動〉に関しては，[Pe V Pr]型に比べると，[Pr V Pe]型に
よる表現が制限される，ということが上の表から見て取れる。  
 
5.3.2.1. もつ-[Pe V Pr]型 


































































歩いていったものだった。                             〔OB1X_00164〕 
 
（573） 斜め格子の硝子窓を持ち，ひろい温室の硝子屋根を【持っている】邸は，いかにも壊れ 
       やすい印象を与えるが，…                          〔山月記〕 
 
＜属性＞ 








       考えているのであろうか。                                     〔OB0X_00001〕 
（575） 若い，角先生でさえ時にどきりとさせられるほどの美貌を【持った】菊凶が教壇に上っ 
ている。                                                         〔OB3X_00217〕 





       たがった。                             〔OB4X_00135〕 
（579） 武器もなく，闘うにもなんの技術も【持たない】自分であった。    〔OB1X_00203〕 
（580） 日本式の庭園に関してなんの知識も【持っていない】恵子や根本にも，手間のかかった 
       凝った庭だということは，よくわかった。                           〔OB2X_00051〕 
 
（581） ルーマニアの外交官だった過去を【持つ】，比較宗教史のミルチア・エリアーデが，日記 
       において，それも永い時期にわたって，何度も何度も憂えています。  〔OB4X_00048〕 














       をした，または二倍の研究能力があると見なすのである。 〔若き数学者のアメリカ〕 
 
＜親族＞ 










































        の老人ホームをつくり，オリンピック委員として活躍するなど…   〔OB2X_00096〕 
 
（591） 午後からの公休日を所在なく消していると，自分で車を【持った】運転手の松さんが， 
       自動車に乗せてやろうと云ってくれる。                                 〔放浪記〕 
 
（592） 妻は長崎の生まれで，小学生のときに原子爆弾を受けており，原爆手帳を【持っている】 















       しかわからない情報を交換しているのだ。              〔OB3X_00226〕 
 
（596） 最近の整備方式について不安を【持っている】者が四十パーセントあり，これが安全性 







       儘な方向に歩き出したのである。                  〔孤高の人〕 
 
（598） この連続殺人事件に興味を【持った】テレビ局が，一斉に，上野駅にカメラを持ち込ん 
       で来た。                             〔OB2X_00227〕 
 
＜所持品＞ 








       荷を【もつ】二人の旅人が，合計一貫四百九十六文の大枚の関銭を支払わされたという 






















多く，豊かな性的生活を【もてない】人も少なくないようです。  〔OB5X_00033〕 
 

























タ(183) 9 4 96 5 4 12 52 1
ル(166) 6 5 94 12 13 19 14 3
テイル(84) 1 1 33 1 1 14 12 21










ている）時の N の状態を表すのに対し，「～タ N」は，（他のものと比較しての）N の外面的な特
徴をいう感じが強い」という寺村秀夫(1984: 198) の指摘と関連している。 
〈活動〉においてはテンス・アスペクトの対立が明確である。 
 
5.3.2.2. もつ-[Pr V Pe]型 
上述の [Pe V Pr]型(437 例) に比べると，被修飾名詞と「もつ」が対格関係にある [Pr V Pe]型の
出現頻度(169 例) は明らかに少ない。出現頻度による影響もあるが，[Pr V Pe] となると，現れる
所有物の種類が明らかに制限される。以下の図に，[Pr V Pe] における所有物の分布と割合を示す。 
 
 
    図 23：連体修飾「もつ」606 例中‐[Pr V Pe]の所有物(169 例) 
 
上の図に示すように，[Pr V Pe] における所有物は〈属性〉〈財産〉〈関わり相手〉〈精神活動〉〈所
持品〉に相当するものが観察される。 


























       仕事をするだろう，と僕は思った。                               〔OB3X_00282〕 
 
（608） 彼の【持つ】知性からくる美徳なのだろう，軍人よりも学者が似合う男だった。 
                                                 〔OB4X_00229〕 
（609） 夕闇のなかに屹立するビルの姿は，まさしく都会という故郷が【もつ】懐かしい情景で 






の例が，それぞれ 51%，49% を示している。 
目立つ特徴としては，所有者が有情物である場合は「テイル形」が多く使われている(47 例中




[Pr V Pe] 全 169 例中 18 例は，ものや不動産の所有に当てはまる。前項で取り上げた [Pe V Pr] 




       住居だけをあげてみよう。 〔ブンとフン〕 
 
（612） メアリーの部屋にやって来た彼女は，一時間ほど費やしてメアリーの【持っている】外 




















（614） 人生について我々が抱く感情は，我々が旅において【持つ】感情と相通ずるものがある。  
〔人生論ノート〕 
（615） 袈裟は己と向い合っていると，あの女が夫の渡に対して【持っている】愛情を，わざと 
誇張して話して聞かせる。                    〔袈裟と盛遠〕 
 
（616） 鳥飼には，三原の【持っている】疑念というものがどんなものか，わかるような気がし 
た。                               〔点と線〕 
 
＜所持品＞ 
〈所持品〉は，[Pr V Pe] において，〈属性〉に続き，出現頻度の高いものである。169 例中 62






（618） 優希は老人が【持っている】靴を確かめた。      〔OB5X_00136〕 
 
（619） 大野の【持つ】懐中電灯の明かりが，鬼火に見えた。  〔OB5X_00237〕 
 










前者においては「テイル形」(47 例中 31 例)が目立つのに対して，後者の場合は，「ル形」(29








頻度においては，「テイル形」が圧倒的に多く用いられている。前述の [Pe V Pr] では，3 つの形
式が意味的に対立を成さない場合，「タ形」がとりわけ目立つという傾向が見られた(5.3.2.1)。 














テイル(101) 39 11 1 7 43


























表 35. 連体修飾「가지다」の所有物(500 例) 
所有物 
[Pe V Pr] [Pr V Pe] 
用例数 割合 用例数 割合 
部分 4 1.2% 0 0% 
身体 47 13.8% 0 0% 
属性 193 56.8% 57 35.4% 
親族 18 5.3% 0 0% 
財産 29 8.5% 46 28.6% 
関わり相手 2 0.6% 0 0% 
精神活動 23 6.8% 35 21.7% 
所持品 16 4.7% 19 11.8% 
活動 7 2.4% 4 2.5% 
計 339 100% 161 100% 
 
〈身体〉〈親族〉は，[Pe V Pr] においては決して珍しくないのに対して，[Pr V Pe] においては
1 例も現れていない点が注目される。 
 
5.3.3.1. 가지다-[Pe V Pr]型 
まず，被修飾名詞が所有者に相当する場合，すなわち [Pe V Pr] における所有物の分布につい



















[Pe 가지다 Pr] 






一方，〈部分〉に相当するものは，339 例中 4 例見受けられる。連体形の活用形に注目すると，
すべて「가진」で現れている。なお，上述の〈身体〉類も同様である。 
 
（620） 까만 자갈이 깔린 뜰을【가진】사무소들이 있고… 〔AE000142〕 
（黒い砂利が敷かれた庭を［lit.もった］事務所があり，…） 
 
（621） 포플라가 에워싼 운동장을【가진】학교들   〔AE000142〕 
          （ポプラが囲んでいる運動場を［lit.もった］学校） 
 
＜身体＞ 




（622） 메기처럼 커다란 입을【가진】사내는〔BEXX0018〕 




（623） 관절염의 절뚝거리는 다리를【가진】남편은…〔BEXX0020〕 
（関節炎の引きずる足を［lit.もった］夫は…） 
 
 さらに，「부리부리한 눈(ぎょろっとした目)，무쇠 같은 팔뚝(鉄のような腕)，날카로운 이빨(鋭
い歯)，새하얀 피부(真っ白の肌)，커다란 입(大きい口)，연약한 육체(弱い体)」などのような
例が見受けられる。 









（624） 파란 눈에 금발머리를【가진】SAS 스튜어디스들이… 〔BEXX0025〕 
（青い目に金髪を［lit.もった］SAS スチュワーデス達が…） 
 
＜属性＞                            






（625） 큰 키에 다소 마른 체격을【가진】이 사람   〔BEXX0001〕 
（大きい身長に多少痩せた体格を［lit.もった］この人）                   
 
（626） 불의 산이라는 별명을【가지고 있는】산 〔BEXX0026〕 
      （火の山というあだ名を［lit.もっている］山） 
 
（627） 권리의식을【가진】사람이 아니면 쓰기 어려운 내용이었다.  〔CE000029〕 
        （権利意識を［lit. もった］人じゃなければ書きにくい内容であった。）    
  
〈属性〉においては，「가진」のほか，「가지고 있는」も少なからず現れている。ところが，「가진」
の方が，「가지고 있는」の 8 倍も多いということに注目すべきである。 
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他方，次の例のように「가지는」の異形態である「갖는」が使われた例も 1 例見受けられる。 
 
（628） 황해 연안에도 으레 나진과 같은 사명을【갖는】큰 항구가 필요할 것은 우리 상식으 
로도 추측할 바이라 하였다.（黄海沿岸にも羅津と同じ使命を［lit. もつ］大きな港が必 



















（629） 딸을【가진】어머니치고 자기 딸에 대한 신뢰감은 으레 맹목적이게 마련이지만 
 （娘を［lit.もった］お母さん）〔CE000030〕 
 
（630） 그녀가 가장 부러워한 사람은 오빠를【가진】여학생이었다.  〔CE000030〕 
  （彼女が最も羨ましがる人は兄を［lit.もった］女学生だった。）          
 
叙述用法 (3.4.1 参照) においては，「갖다」はさておき63，「가지다」の場合は「子を授かる」
という意味を表しているものが多かったが，連体修飾の [Pe V Pr] においては，典型的な親族の














が 66% を占めており，とりわけ目立つ。 
 
（631） 집 한 채를【가진】사람이 그걸 버리기는 어려워도… 〔CE000029〕 
     （一棟の家を［lit.もった］人がそれを捨てるのは難しいが…）       
 






（633） 이 세상에 나의 몫을【갖는】사람이 되고 싶어. 〔CE000023〕 
（この世に自分の取り分を［lit.もつ］人になりたい。） 
 
ところが，「?이 세상에 나의 몫을 갖는 사람이다（(私は)この世に自分の取り分を [lit.もつ] 











（634） 불만을【가진】사람들에겐 단호하고도 엄격합니다.  〔BREO0088〕 
（不満を［lit.もった］人達には，キッパリしていて，厳しいです。） 
 
（635） 비슷한 속셈을【가지고 있던】다른 사람들에게 내가 또다른 장애물로 나타났다고  
해야 옳겠지요.（似たような下心を［lit.もっていた］他の人々にとっては，私が新たな 







（636） 사명감을【가지는】족속들을 보면… 〔BEXX0004〕 
      （使命感を［lit.もつ］連中を見ると…）  
 
（637） 미국에 대해 환상적 기대를【갖는】젊음들한테는 냉철한 현지 상담자로, 그녀는  
이국에서 혼자 살았다.（アメリカについて幻想的な期待を［lit.もつ］若者達には冷静な 
現地の相談者となり，彼女は異国で独りで暮らしていた。）          〔BEXX0017〕 
 
＜所持品＞ 
[Pe V Pr] 全 336 例中 16 例は，「막대기（棒），지갑과 수첩 （財布と手帳），가방（カバン），
방청권（傍聴券）」のようなモノ名詞が所有物として現れており，「所持している状態」を表す。
連体形に注目すると，「가진」の形(16 例中 14 例)が非常に目立つが，意味においては「結果継続」
を表しており，「가지고 있는」と対立しない。これらは「가지는」に言い替えられない。 
 
（638） 가방을【가진】자도 아무 말 아니하고 따라섰다.  〔BEXX0021〕 
（かばんを［lit.もった］者も何事も言わずついて行った）      
 
（639） 봉선화 초롱꽃을【가지고 있는】계집애들 앞으로 가 바지춤을 잡고 나란히 줄을 
섰다. （鳳仙花のホタルブクロを［lit.もっている］娘たち） 〔CE000026〕 
 
＜活動＞ 




（640） 나이가 서른둘이고, 개인전을 두 번이나【가진】신예 화가라는 말을 나는 그의     
        친구로부터 전해 들었다.（歳が三十二で，個展を二回も［lit.もった］新人画家だという
        話を私は彼の友達から聞いた。）〔BREO0085〕 
 
（641） 그녀와 계속적으로 육체관계를 가졌거나【가지고 있는】자들이었읍니다 
（彼女と継続的に肉体関係をもっていたか［lit.もっている］者たちでした）〔AE000059〕 
 
（642） 집회를【가지려던】노이수키 여사를 체포한 것이 학생 시위의 결정적 발단이        
        되었다면서요? （集会を［lit. もとうとした］ノイスキ女史を逮捕したのが学生のデモの 
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       決定的な発端となったそうですね？） 〔BREO0093〕 
 




図 26：「가지다」の連体形‐[Pe V Pr](339 例) 
 
 連体修飾「가지다」の [Pe V Pr] においては，全般にわたって「가진」の例が多いということ
が， 
図 26 から見て取れる。それぞれの所有物の種類において，意味的な対立がない場合に最も目立












                                                        
64 〈属性〉類については語彙によってばらつきがある。 









가진(タ) 47 4 170 18 19 2 15 14 6
가지고 있는(テイル) 22 9 6 2 1













5.3.3.2. 가지다-[Pr V Pe]型 
連体修飾「가지다」においても，前述の [Pe V Pr]型(339 例)に比べると，[Pr V Pe]型の出現頻度(161
例)は明らかに少ない。以下の図に，[Pr V Pe]型における所有物の分布と割合を示す。 
 
 
図 27：連体修飾「가지다」500 例中‐[Pr V Pe]の所有物(161 例) 
 
上の図に示すように，[Pr V Pe] における「가지다」の所有物は，〈属性〉〈財産〉〈精神活動〉〈所
持品〉〈活動〉に分類される。前項で取り上げた [Pe V Pr] の場合とは異なり，〈身体〉〈部分〉〈親
族〉の所有は現れにくい傾向にある。以下では，各所有物のカテゴリーに当てはまる代表的な例を
図 27 の左側から順番に取り上げる。 
 
＜属性＞ 
[Pr V Pe] 構造で現れた 161 例の 35% を占めている〈属性〉においては，所有者が有情物であ
るものと，その他モノや抽象的事柄に相当する無情物であるものが，それぞれ約 50% (28 例対 29
例) を占めている。次の例は有情物の所有者に当てはまる。 
 
（643） 그녀가【가진】재능과 양심을 마음껏 펼칠 수 있으리라는 생각이 들었다. 
       （彼女が［lit.もった］才能と良心を思い切り広げられると思われた。）〔CE000029〕 
 
（644） 나에게 자신이【가진】직업의 정당함을 선언하는 것 같았다. 〔BEXX0008〕 












属性 財産 精神活動 所持品 活動 









（646） 엄마라는 말이【가진】마력（母ということばが［lit.もった］魔力）〔CE000023〕 
 
（647） 저렇게 병속에 담아두면, 아카시아꽃이【가지고 있는】향내가 모두 물속에     




と「가지고 있는」の割合も，それぞれ 29%，26% を示しており，少なからず使われている。な
お，3 つの活用形の間に意味的対立は見られない。 
日本語の「もつ」の場合，所有者が有情物である場合と無情物である場合とで，使われる活用
形に偏りが見られた (5.3.2.2 参照) ので，所有者の有情性に着目し，「가지다」の場合を検討して
みると，所有者が有情物である場合は，「가진」で表された例が 54% を示しており，最も目立ち，
それに次いで「가지고 있는」が比較的多い。それに対して，無情物の所有者の場合は，「가진 34%」










（648） 둘이【가진】돈이 모두 거덜나 함께 직업소개소를 찾은 거예요.  〔AE000060〕 
（二人が［lit. もった］お金がすべてなくなったので一緒に職業紹介所を訪れたんです。） 
 
（649） 나는 내가【가지고 있는】전 재산을 투자하기로 결심을 한 것이다. 〔BEXX0002〕 
（私は私が［lit.もっている］全財産を投資することに決めたのだ。） 
 





（650） 나 혼자만이 알고 싶었고【가지고 싶었던】그 아이를 마지막으로 본 순간이 되고 말 
        았다.（私一人だけが，知りたくて［lit.もちたかった］その子を，最後に見た瞬間となっ 
        てしまった。）                                                    〔BEXX0026〕 
 
＜精神活動＞ 
[Pr V Pe] の例，全 161 例中 35 例は〈精神活動〉に当てはまるものである。次の例の波線で印し
てある「～에게」という「感情の対象・相手」に相当する名詞句を伴っているケースが目立つ。 
 
（651） 지금까지 내가 그에게【가졌던】주관적인 선입견이나 다소 모호했던 관점들은 선명 
해졌다.（今まで私が彼に［lit.もっていた］主観的な先入観や多少曖昧だった観点は    
     鮮明になった。）                          〔BEXX0025〕 
 
（652） 이인화가 까페의 시즈꼬에게【가지고 있는】감정 또한 이와 유사할 터이다.       
   （イインファ(人名)がカフェの静子に［lit.もっている］感情もこれと似ているはずだ） 
                                        〔BEXX0021〕 
（653） 내가【가진】첫번째 관심은 소설적 표현력이었다.    〔BEXX0018〕 
（私が［lit.もった］最初の関心は小説的な表現力だった。） 
 









  [Pr V Pe] の例，全 161 例中 19 例(12%) はもっぱら場面的レベルに関する〈所持品〉類に属す。
日本語の「もつ」の場合(37%) に比べると，明らかに少ない割合を示しており，注目に値する。 
連体形に注目すると，「가진」と「가지고 있는」はいずれも，結果継続を表し，意味的に対立
を成さないものの，「가지고 있는」の形が 63% を示しており，目立つ。一方，非実現を表す「가지는」
の例は現れていない。 
 
















（657） 교단에 선 지 만 3 년만에 처음【갖는】나들이었다. 〔CE000079〕 
（教壇に立ってから 3 年ぶりにはじめて［lit. もつ］外出だった。） 
 
以上で見てきた [Pr V Pe] における「가지다」の活用形を，所有物の種類別に集計した結果を
以下に示す。なお，〈財産〉における「その他」の 1 例は，前述の例（650）の「가지고 싶었던
（もちたかった）」である。 
 
図 28：「가지다」の連体形‐[Pr V Pe](161 例) 
 









가진(タ) 25 21 20 7 2
가지고 있는(テイル) 15 24 9 12


















































図 29：[Pe V Pr]‐もつ(437 例), 가지다(339 例) 
 
 













[Pe V Pr] 







[Pr V Pe] 
 もつ 가지다 
 182 
 
は，[Pr V Pe]型の所有物として現れにくい。 
・[Pr V Pe]型となると，時間性・場面性を有する一時的所有の割合が大きくなる。 
 
「もつ」と「가지다」との主な相違点として，次のようなことが挙げられる。 





・[Pe V Pr] において，「가지다」は，「もつ」に比べ〈身体〉〈親族〉〈財産〉の表現に比較的多く 
使われる。とりわけ〈身体〉において「가지다」と「もつ」の差が顕著に現れる。 









 [Pe V Pr]  [Pr V Pe] 
もった(タ形) 42.3% (183) 7.7%   (13) 
もつ(ル形) 38.3% (166) 32.1%  (54) 
もっている(テイル形) 19.4% (84) 60.1% (101) 
 計 100% (433 例) 100% (168 例) 
 
表 37.「가지다」の連体形‐活用形別割合 
 [Pe V Pr] [Pr V Pe] 
가진 86.9% (294) 46.9%  (75) 
가지는 1.2%   (4) 15.6% (25) 
가지고 있는 11.8% (40) 37.5%  (60) 






























































る「NP をする」と「NP-를 하다」の例を取り出してみると，「する」は 3,648 例中 147 例(4%)，
「하다」は 10,100 例中 112 例(1%) が得られた。さらに，本節で取り扱う連体修飾に絞ると，「す







「所有物+動詞+所有者(Pe V Pr)」型に限られる。 
 
 
図 31：「する」と「하다」の所有物(Pe V Pr) 
身体 属性 状態 
する 35.6% 46.7% 17.8%









































…                              〔OB5X_00146〕 
（663） 猛禽類のような顔つきをしたウェイターがすかさず背後にやってきて…〔OB5X_00228〕 
 
（664） 이런 풍경들은 바둑판 모양을 하고 있는 창틀에 의해 구획되어지고 있었다.  
（こんな風景は碁盤の模様をしている窓枠によって区画されていた。）〔BEXX0007〕 
 





（666） 쥐 상을 한 사내가 목을 빼며 묻는다. 〔BEXX0004〕 














（668） 오늘도 대낮부터 불카한 얼굴을 한 은정아빠가 두 번씩이나 가게로 철원네를 찾아와
       외상술을 청했던 거다.（今日も真昼から赤い顔をしたウンジョンのお父さんが二回も 







（670） 알프스 소녀 하이디 같은 옷차림을 한 아가씨가 수혜에게 다가와…〔BEXX0001〕 
（アルプスの少女ハイジのような身なりをしたお嬢さんがスヘに近づいてきて…） 
 
（671） 주름살 많은 여자 한 사람과 파마 머리를 한 젊은 여자 한 사람이 그녀를 내려다보 
       고 있었다.（しわの多い女性ひとりとパーマの髪(型)をした若い女性ひとりが彼女を 















表 38.「する」と「하다」の実現形 [Pe V Pr] 
 する 用例数 割合 하다 用例数 割合 
連体過去形 シタ 41 91.1% ha-n 38 97.4% 
連体進行形 シテイル 4 8.9% ha-go‘iss-nyn 1 2.5% 

































（678） 어린 아이의 모습을 하고 있는 날개 달린 아모르는 누구를 모델로 했을까? 
（幼い子供の姿をしている翼の付いたアモールは誰をモデルにしたのだろうか） 
 
（679） 자그마하면서 둥그런 형태를 하는 둥근 퀼트 가방은 묵어 있는 실크를 원하는 색상 
        으로 염색한 후…（小さくて丸い形をする丸いキルトカバンは廃れたシルクを欲しい 
色で染めた後） 
 
（680） 액상의 우유로부터 제조되는 유제품에는 요구루트와 같이 우유를 산성 응고물을  










最後に「하고 있는」で現れた 1 例は「格好」タイプの〈状態〉に当てはまる。以下の例にお
ける「머리」は「髪(型)」65 の意味で使われており，「하고 있는」は「한」に言い替えられる。 
 
（681） 몹시 단정하게 빗질한 머리를 하고 있는 삼십대 초반의 남자인데 그는 아까부터  











                                                        







5.5. 第 5章の結び 
本章では，連体修飾における「ある/いる」と「있다」，「もつ」と「가지다」，「する」と「하다」





[NP1 にある NP2] においては，NP1 を充たす名詞の「トコロ性」にかかわる制限もあり，所有
















て [Pr V Pe] の解釈が可能なものはない。 
一方，[NP1 がいる NP2] においては，ほとんどの例は「所在」を表しているものの，〈属性〉〈親
族〉の所有表現も少なからず見出される。 
以上のことから，連体修飾の「いる」による「所有」は，[Pe V Pr]型に限られるといえる。 
 
・連体修飾「있다」（5.1.3） 





常に限られる点や，現れやすい所有物の種類も，日本語の [NP1にある NP2] の場合に極めて似て
いるということが注目される。 
一方，[NP1 가 있는 NP2] においては，所有表現(Pe V Pr) として捉えられるものが，「所在」の








共通点の一つとして，韓国語においても，少なくとも連体節の [NP1 에 있는 NP2] に限っては，
「トコロ性」の強いものでないと NP1 として現れにくいといえる。 
日本語の [NP1がある NP2] と，韓国語の [NP1 가 있는 NP2] については，修飾部に「連語構成」
をなしているものが多く現れており，さらに形容詞的な表現になっているものが多いということ
や，統語的構成をなしている NP1 の出現が珍しくない，ということも共通点の一つとして挙げら
れる。より厳密にいえは，日本語の [NP1 がある NP2] に比べ，韓国語の [NP1 가 있는 NP2] の方
において，「連語構成」をはじめ，主格助詞を介さず現れるという傾向がより目立つ。以上のよ
うに，日本語と韓国語のいずれにおいても，連体修飾「ある/いる」と「있다」による所有表現は，




[Pe V Pr] においては，恒常的所有から一時的所有にわたって，比較的多様に用いられる一方，
[Pr V Pe] においては，所有物の名詞類が制限されるという傾向が見られる。とりわけ恒常的な性
格の強い〈身体〉〈部分〉〈親族〉は，通常，[Pr V Pe] の構造で現れないといえる。 
一方，時間性や場面性を有する一時的所有は，[Pr V Pe] において生産的である。 
次に，「もつ」と「가지다」との主な相違点としては，次のようなことが挙げられる。[Pe V Pr] 




さらに，[Pe V Pr] において，「가지다」の場合は，「もつ」に比べ，〈身体〉〈親族〉〈財産〉の
出現が目立つ。とりわけ〈身体〉の所有に多く使われている点が注目される。 








[Pe V Pr] における「もつ」の「タ形」と「ル形」は，意味的に対立しないのが一般的であり，
かつ出現頻度においても大きく変わらない。[Pe V Pr] における「もつ」の「タ形」と「ル形」は，





さらに，「가진」は，[Pe V Pr] に限らず，[Pr V Pe] においても静的な事柄を表すことができる。
それに対して，「もつ」の「タ形」は，[Pe V Pr] においては「가진」と同じ傾向にあるものの，
[Pr V Pe] となると〈所持品〉のような「動的」な表現にしか使われないという点が異なる。 
 次に，「もつ」と「가지다」は，次のような点において似ている。 
「もつ」の「テイル形」と「가지고 있는」は，いずれも [Pr V Pe] において多く使われるのに対
して，[Pe V Pr] となると使用率がかなり低くなるという傾向が見られる。これは，前述の [Pe V 
Pr] における「もつ」の「タ形／ル形」と，「가진」の用法に起因する。 













傾向はとりわけ [Pr V Pe] において顕著に現れる。これは，[Pr V Pe] の方が所有物の種類および，
時間性に，より強く影響されるということの現れであると考えられる。前述の所有物の分類に関
しては，逆に  [Pe V Pr] の場合が叙述用法に似ている。 
以上のように，連体修飾における活用形の意味的対立および使用傾向は，述語と被修飾名詞の

























































日本語の属格構造に関する研究を見ると，[NP1 の NP2] の NP1 と NP2の意味関係の詳細な下位
分類を行っているものをはじめ，名詞の指示性などの意味論的機能，語用論的解釈に注目してい
るものまで多様な観点からの研究が行われてきた。代表的なものとしては，国立国語研究所(1951)66 ，
三上章(1969)67 ，鈴木康之(1978, 1979a, 1979b, 1979c)，寺村秀夫(1991)，西山佑司(2003) 等が挙げ
られる。 
とりわけ鈴木康之(1978, 1979a, 1979b, 1979c) は，特定・不特定性に関わる「NP1 の」の意味機
能と NP2のカテゴリカルな意味に注目して，属格構造を網羅的に扱っており，注目に値する。 
また，西山佑司(2003) は NP1の叙述性および NP2の語彙的特徴を含め，[NP1 の NP2] が表す「言
語的意味」を重視しており，鈴木康之(1978) をはじめとする従来の研究と異なる観点をもってい
る点に注目する必要がある。西山佑司(2003) による属格構造の分類は第 1 章の先行研究で取り上
げた。以下では，鈴木康之(1978) による分類について取り上げる。 
                                                        








言が後続の体言の範囲･領域を示す場合／目的の事物･関与物を示す／同格の関係で修飾する。       












（682） 鈴木康之(1978: 12-13) による「ノ格の名詞をかざりとするくみあわせ」 
・関係的なむすびつき：自動車のやね，妹のセーター，先生の奥さん 
・状況的なむすびつき：帳場の時計，えんがわのねこ，伊豆の地震（場所の指定） 
             けさのみそ汁，お昼の談話，戦争中の恐怖（時間の指定） 










韓国語の「의」を巡る議論を見ると，属格構造の多様な意味関係69 のほか，[NP1 의 NP2] と [NP1 
Ø  NP2] 
70
 の機能について言及しているものが目立つ。とりわけ [NP1 의 NP2] と [NP1 Ø  NP2] に
よって表される表現の意味的な違いは非常に不明瞭であり，注目を集めてきた。 
属格構造の分類に関する従来の研究では，리근영(1985)71 ，김석득(1992)72 をはじめ，NP1 と
                                                        








70 주시경(1910)，李南淳(1988) 等の研究では［NP1 의 NP2］の他に，名詞と名詞を並べて表す［NP1 Ø  NP2］も韓
国語の属格構造と見なしている。주시경(1910: 313) は，［NP1 의 NP2］を「格標示」による「属格標示」とし，
［NP1 Ø  NP2］を「不定格」の実現による「属格標示」であると述べている。 
71 리근영(1985: 130) は［NP1 의 NP2］における NP1 と NP2の意味関係を「内容的な連係関係」と称し，16 種類
の意味関係を提示している。その一部として次のようなものが挙げられている。 
「所有者： 학생의 그림（학생이 가진 그림）学生の絵（学生がもっている絵）／ 
行動性，状態性の主体： 학생의 그림（학생이 그린 그림）学生の絵（学生が描いた絵）／  
行動性の客体： 학생의 그림（학생을 그려놓은 그림）学生の絵（学生を描いた絵）」 
これらの記の例に付してある「학생이〈学生が〉…／학생을〈学生を〉…」などは［NP1 의 NP2］に対する解
釈の多様性を示唆している。 















 生越直樹(1989: 359) によると，「「の」と「인 in」が対応するものは，「の」を除く修飾部 X と
被修飾部 Y が「Y は X だ」という関係になりうる場合であり，「の」と「의 ɯi」が対応するのは、
修飾部と被修飾部にそのような関係が見られない場合である」という。このような指摘は本章の
6.3.2～6.3.3 と関連しており，注目する必要がある。 













本稿は「의」の実現と非実現に関する問題に焦点を当てているものではないが，[NP1 の NP2] 
と [NP1 의 NP2] の分類化の際に見られる対照的な側面として，関連する諸問題についても考察を
                                                                                                                                                                            
「나의 책 → 나에게 소속된 책  ‘가짐（소유），소속’ （私の本 → 私に所属する本 ‘所有，所属’）／ 
짐승의 소리 → 짐승이 내는 소리 ‘앞부분이 뒷부분의 형성소’（獣の音 → 獣が出す音 ‘前の部分が後の 
部分の形成者’）／나무의 가지 → 나무에 붙은 가지  ‘앞부분은 뒷부분의 전체’（木の枝 →  
木についている枝 ‘ 前の部分が後の部分の全体’）／한강의 다리 → 한강에 위치한 다리  ‘위치， 처소’ 
（漢江の橋 → 漢江に位置した橋  ‘位置，処所’）」 








日本語における [NP1の NP2] の資料としては，BCCWJ の「出版・書籍」の文学ジャンルとベ
ストセラーの作品を用いる。本章では約 1,000 例の [NP1の NP2] について検討した結果について
考察する。「出版・書籍」の文学ジャンルで現れた例は 1,548 例であるが，位置名詞，形式名詞
をはじめとして，以下の対象外としている例が約半分を占めているため，ベストセラーの小説作
品から新たに補充し，考察対象の例を約 1,000 に合わせた。 
韓国語における [NP1 의 NP2] の資料としては，KNC の文学ジャンルを利用する。検索された 









除外する。以下では [NP1の NP2] 全 1,034 例と [NP1 의 NP2] 全 1,050 例を分析した結果に基づい
て述べる。 
 
6.3.［NP1 の NP2］と［NP1의 NP2］ 
本節では所有表現に限らず，[NP1の NP2] と [NP1 의 NP2] の類型化を行い，日本語と韓国語と
の対応関係について考察する。コーパスの用例を対象に，NP1 や NP2 の叙述性の有無，名詞句の
指示性，主題化の可否に注目して分類してみると，[NP1の NP2] と [NP1 의 NP2] は少なくとも次
のようなタイプに分けられる。 
表 39. [NP1 の NP2] と [NP1 의 NP2] の類型化 
類型と特徴 意味構造 
所有 
A と B の名詞は叙述性をもたない。一定
の所有物のカテゴリーに当てはまる。 
A は B が 
事象叙述内在型 
A または B は叙述性をもつ名詞であり，
AとBの間に動詞と項の関係が成り立つ。 
A が B する/A を B する 
B が A する/B を A する 
属性叙述内在型 
A または B は叙述性をもつ名詞であり，
形容詞文の構造を有する。 
A は B だ/的だ/のようだ 
B は A だ/的だ/のようだ 
コピュラ関係 コピュラ文の構造を有する。 A は B である/B は A である 
その他 語彙論・語用論に基づく関係 一定ではない 
                                                        






















以下では [NP1の NP2] と [NP1 의 NP2] の各類型について用例とともに見ていく。 
まず，「事象叙述内在型(6.3.1)」「属性叙述内在型(6.3.2)」「コピュラ関係の属格構造(6.3.3)」「そ
の他(6.3.4)」に当てはまる属格構造について取り上げる。その後 6.3.5 において「所有」に当ては














































（685） 경찰의 조사를 받았던 일을 생각하면 “히히히이” 또 한번 홍소천심에… 
（警察の取り調べを受けたことを思い出すと“ゲラゲラ”とまた大声で…）〔CH000044〕 
 









（689） 극단적인 언행의 절제，그것을 통해 그가 관철시키려 한 게 과연 무엇이었을까. 
（極端的な言行の節制，それを通じて彼が貫徹しようとしたのは果たして何だったのか） 
〔DENA026〕 
（690） 면전에서 아내를 비방한다는 건 곧 자신의 모독이자 최소한의 자존심마저 손상당하 





                                                        







信，NP の期待，NP の計画」などの名詞は，それぞれ「NP が確信する，NP が期待する，NP が
























詞が NP2 にきている。[NP1 の NP2]  の NP2 としては，「のどけさ，傲慢さ，緩み」のような形容
詞に名詞化接尾辞が付いた形や，「わがまま，不幸」のような形容動詞の語根に相当する名詞が
目立つ。 













ないかと思う。                       〔BK_86025080〕 
 
（693） 그것이 지닌 용모의 빼어남에 이아침을 받아 다른 것들은 하나도 눈에 안 들어올  
정도로 인물이 볼 만했다. （それがもっている容貌の秀逸さに足手まといになって他の
ことはひとつも目に入らないほど面相が見ものだった。）           〔DENA075〕 
 
（694） 한 해 동안 집안의 평안을 읊으며 열심으로 비손한다.   〔CH000036〕  
       （一年間の家の平安という願い事を呟きながら，一生懸命祈る）   
 














（698） 매우 실감있는 현실적 지반을 확보했으며, 이를 특유의 관념성과 효과적으로 조화를
       이루어냈다.（とても実感ある現実的地盤を確保した上に，これを特有の観念性と効果的  
に調和させていた）                                             〔BHXX0067〕 
 








































 タイプ(b) は後述の「所有」における [Pe-Pr] 型と密接な関係にあり，とりわけ注目する必要
がある。[Pe-Pr] 型における所有物(Pe)は所有者(Pr)と一体として捉えられる譲渡不可能なものに
限られており，タイプ(b)と同様「NP2は NP1だ」の構造を有する。 
本稿は，「属性叙述内在型 NP2は NP1 だ」は，「所有」における所有物と所有者の一体性に起因
した機能の移行に関わっていると考えている。それは「白い色の → 白色の → 白の」や「同じ













（709） 여행인 줄 알면서도 회색의 투피스를 입었던 것은 지금 생각해도 웃음이  나온다.  
（旅だということを知っていたにもかかわらず灰色のツーピースを着て行ったのは，今考
えても笑ってしまう。）                             〔BEXX0002〕 
 
（710） 스페인의 여왕이라고 불리우는 희귀종의 나비를 잡았을 때와 같이 미칠 듯한 환희를
     느꼈던 것이다.（スペインの女王と呼ばれる珍種の蝶々を捕えた時のような狂喜を感じ



























らは 3 例のみが現れている。 
 
（714） 신참의 그가 마침내 물봉으로 비쳤음이 분명했다.〔DENA075〕 
（新米の彼がとうとうカモに見えたに違いない。） 
 





が，これを韓国語で「?울보의 동생，?응석받이의 그녀，?과일의 배」のように表すかというと，
構成自体に問題があるとまではいわなくとも，明らかに不自然である。 
これらの NP1に関しては，「その泣き虫，そのくだもの」「그 울보，그 과일」のように指示的
に使うことは珍しくない。このように，指示的に使われる名詞が修飾部にくると，韓国語におい
ては属格助詞「의」を用いることは難しく，「울보 동생，응석받이 그녀，과일 배」などのよう
に，一般には無助詞の名詞句を用いる。次の例は日韓翻訳資料の例78 であるが，日本語では「NP1 
の NP2」で現れた表現が韓国語では「NP1  NP2」のように助詞を介さず表されている。 
 
（716） 人間の姿をしたロボットの女性   〔映画革命，そして押井守の世界〕 





次に取り上げるコピュラ関係のもう一つのタイプは，「B は A だ」とはいえるが，その逆は成
り立たない前述の「措定構造」のコピュラ関係79 とは異なる。例えば，「雷獣を捕えたヒーロー
のくさまお」「弟の三吾」のような属格構造は，それぞれ「B は A だ／A が B だ」または「B は
A だ／A は B だ」のように捉えられる。すなわち「くさまおが雷獣を捕えたヒーローだ／雷獣を
捕えたヒーローはくだまおだ」「三吾は弟だ／弟は三吾だ」のような捉え方が可能である点が注
目される。これに該当する日本語の例を示す。 
                                                        
78 ここで挙げている「NP1 NP2」および「NP1 인 NP2」の例は，日韓翻訳資料の分析を通して「NP1 の NP2」の
韓国語対応型を提示している韓必南(2010) からの引用である。 





















（721） 弟の直治がいつか，お酒を飲みながら… 〔斜陽〕 
남동생 나오지가 언젠가 술을 마시면서… 
 
（722） 貧しい両親のもとを離れ，姉の佐津と共に京都に売られて行く。〔映画 SAYURI〕 
가난한 엄마 아빠의 품을 떠나 언니인 사츠와 함께 교토로 팔려 가게 된다. 
 
6.3.4. その他語彙論・語用論に基づく関係 
属格構造の中には，語用論的な推論によって短絡的な表現が可能であり，NP1 と NP2 の関係に
関する詳細な情報が明示されていないとみなしうるものがある。典型的な例としては，「ガラス
のつぼ，綿のシャツ」「시멘트의 담벽（セメントの土塀）」のような NP1 が NP2 の「材料・素材」
を表しているものや，「はり紙，パンフレット」「이야기（話し），그림（絵）」のように，NP2 に
対し NP1がそれの「内容」に相当するものなどが挙げられる。 
さらに，NP1 が存在文(2 章) で取り上げた「属性数量詞」に当てはまる次のような例も同類と
みなしうる。これらの意味構造は「NP2 [の X(所有物)] は NP1だ」として捉えられる。例えば，
次の例は，それぞれ「真心パーティー[の参加費]は一人三〇〇〇円だ」「이동구간[의 거리]는 






（723） 一人三〇〇〇円の「真心パーティー」を開き，別に「県民百円募金運動」を行った。  
〔BK_87039351〕 
 
（724） 훈련소에서 야외교장까지，그 4km 의 이동구간에서는 전혀 본 적이 없는 길이었다. 
（訓練所から屋外教場までその 4km の移動区間では全く見たことのない道だった。） 
〔DENA026〕 
 






（726） 미리는 금시 커피의 현실로 돌아왔다.〔DENA006〕 
（ミリはすぐコーヒーの現実に戻ってきた。） 
 
このような例に関しては，言語場において話し手と聞き手が NP1と NP2 の関係を既に了解して
いて具体的な情報を省いていると捉えられる。これらの [NP1の NP2] が表す意味自体は，まさに








本語の [NP1の NP2] と韓国語の [NP1 의 NP2] について見ていく。「所有」における NP1 は指示的
名詞句であり，NP2（厳密には N2）の名詞は叙述性をもっていない。 
 [NP1の NP2] と [NP1 의 NP2] をそれぞれ [Pr-Pe] 型と [Pe-Pr] 型に分け，計量的調査を行った
結果を以下に示す。 
 
 図 34：「の」における「所有」の実現様相(496 例) 
 
 
図 35：「의」における「所有」の実現様相(740 例) 
 
全般的な傾向をいうと，[NP1の NP2] と [NP1 의 NP2] はいずれも[Pr-Pe]型でもって「普通所有
物」を限定するのが主な機能であり，[Pe-Pr]型の表現は明らかに限られている。これは，所有動










[Pr-Pe] 10.9% 4.2% 35.3% 0.8% 5.4% 2.8% 8.7% 6.5% 5.4% 1.4% 0.8% 3.6%










[NP1 の NP2] 










[Pr-Pe] 9.6% 25.9% 31.2% 0.8% 3.0% 0.9% 4.1% 1.4% 9.6% 2.4% 1.1% 4.9%










[NP1 의 NP2] 
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詞による連体修飾節において[Pe V Pr]型が極めて多いということと対照的である。 











以下では，[Pr-Pe] に当てはまるものと [Pe-Pr] に当てはまるものに分け，それぞれの用例とと
もに「所有物の分類」について見ていく。 
 
6.3.5.1.  所有- [Pr-Pe]型 
































（728） ホテルのロビーの観察に忙しくて言いそびれたが，… 〔BK_86031031〕 
 
（729） 아파트의 창이 일시에 눈을 압도했다. 〔DENA006〕 
（アパートの窓に圧倒された。lit.アパートの窓がいっぺんに眼を圧倒した。） 
 
（730） 전에도 탁과 몇 번 와본 곱창집의 문을 열고 안으로 들어가 구석진 곳으로 자리를   
       잡고 앉았다. （以前にもタクと何度か来たことのあるホルモン屋のドアを開けて中に  


























「의」が実現される環境(6.1.2 参照)，例えば，1 人称代名詞「나」，3 人称代名詞「그」，さらに








（738） 미리의 머리에는 아직도 그 부인의 일그러진 얼굴이 가시지 않고 있었다. 









（741） 어둠 속이라 얼굴의 특징이 잘 드러나지 않았다. 〔DENA019〕 
      （闇の中にいて顔の特徴がよく現れなかった。） 
 
（742） 그의 웃는 모습이 퍽 매력 있고 정겹다고 미혜는 생각하였다. 〔DENA018〕  


















（745） それは，きみのニックネームだろ。 〔BK_86025045〕 
 
（746） 공학도인 그녀의 그림솜씨가 궁금했다.  〔DENA018〕 











見せた。                                                      〔BK_87006174〕 
 
（748） 화영회식이 있던 날, 나의 옷소매를 잡아다녔던 그 여자의 얼굴을 다시 그려보았다.










































（757） 그녀의 유고집들을 읽기 시작했을 때 나는 자신도 모르게 뜨거운 진실과 고뇌와  





詞である場合，例えば「シェイクスピアの『ヴェニスの商人』」のようなものは，[Pr の Pe である
x] 構造の「シェイクスピアの作品の『ヴェニスの商人』」を，[Pr の x] 構造の「シェイクスピア
の『ヴェニスの商人』」のように表していると考えられる。つまり，「シェイクスピアの『ヴェニ
スの商人』」における NP2『ヴェニスの商人』は，「作品(Pe)」の値(x) に相当するとみなしうる。 
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6.3.4 で取り上げた「三〇〇〇円の真心パーティー」「4km 의 이동구간（4km の移動区間）」の
ような，「属性数量詞」を表す場合にも同様なことがいえる。 
















（760） 서정도의 총을 내가 메기 시작한 것은 그 무렵의 어느날부터였다. 〔DENA026〕 
（ソジョンド(人名)の銃を私が担ぐはじめたのはその頃のある日からだった。） 
 








（764） 나는 나에 대한 K 의 우정을 의심할 수가 없었다.〔DENA010〕 
   （僕は僕に対する K の友情を疑うことはできなかった。） 
 





















た。                              〔PB39_00023〕 












（772） 사내의 비명이 그로 하여금 내처 앞으로 걷게 충동질하는 것이었다.〔DENA075〕 
（男の悲鳴が僕を妻の前の方に歩くように促した。） 
 
（773） 그의 고함 소리에 여자들이 기겁을 했다.〔DENA007〕 
（彼の叫び声に女性たちは仰天した。） 
 
















                                               〔コンスタンティノープルの陥落〕 
（776） 極地探検の服装のアムンセン〔BK_86049684〕 
 
（777） 겨우 걸음마를 할 나이의 아이에게 죄라는 것이 있을 수가 없다. 〔DENA010〕 
（やっと歩けるようになったぐらいの年の子供に罪というものはあり得ない。） 
 
（778） 내가 미조（彌助）라는 아름다운 이름의 포구에 도착한 것은 지금부터 두 시간 
전이었다.（私が「彌助」という美しい名前の浦に到着したのは今から二時間前のことで 
ある）                                                       〔DH94S060〕 
 
（779） 담배라면 냄새도 못맡는 이상 체질의 그가 담배를 피운다는 사실만으로도 그의  
흥분 정도를 알만 했다.（タバコは匂いも嗅げない異常体質の彼がタバコを吸うという事 
実だけでも彼の興奮の程度が推し量られた。）〔DENA007〕 
 

















「의」においては，「같은 색깔의 벨트（同じ色のベルト）(属性)」，「생경스런 얼굴의 훈병





6.4. 第 6章の結び 
 本章では，日本語と韓国語の属格構造について意味構造による分類を行った上，属格構造によ
る所有表現について考察した。本章での考察の結果を以下に示す。 
まず，[NP1 の NP2] と [NP1 의 NP2] の類型には，「所有」「事象叙述内在型」「属性叙述内在型」
「コピュラ関係」「その他語彙論・語用論に基づく関係」という，少なくとも 5 つの類型がある。 
まず，「事象叙述内在型」や「属性叙述内在型」の一部は，意味的に「所有」と密接に関わっ




















































いる    ◎  ◎     
ある ○ △ ●● △ ○  ●● ●   
있다 ○ △ ●● ◎ ◎ ◎ ● ● ○  
もつ  ○ ●● ○ ● △ ●● ○ ●● ○ 
가지다/갖다 △ ○ ●● △ ● △ ●●  △ ◎ 
する  ●● ●●     ●●   
하다  ●● ●     ●●   










































































日本語と韓国語の属格構造 [NP1 の NP2] と [NP1 의 NP2] を対象に，被修飾名詞が所有物に相当
するかそれとも所有者に相当するかに注目しつつ，それぞれの構成に見られる特徴を示す。 
















            
ある ○  △    ○    ○  
있다 (7%) ○  ○      ○  △  
もつ (28%)   ●    ○ △ ●  ◎  
가지다 (32%)   ●    ◎  ◎  ○ ○ 
の (86%) ● ○ ●● ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ 
의 (95%) ● ●● ●● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 































  ○  ○        
ある ◎ ○ ●●  ○    ○ ●   
있다 (93%) ○ ○ ●●  ◎  ○  ○ ◎   
もつ (72%) ○ ○ ●●  ○ △ ◎  ◎  ● ○ 
가지다 (68%) △ ◎ ●●  ○  ◎ △ ◎  ○ ○ 
する (100%)  ●● ◎       ●●   
하다 (100%)  ● ●●       ●●   
の (14%) ○ ○ ● ○      △  △ 
의 (5%) △ △ ○       △   







































































































 次に，[NP1 의 NP2] において，[所有者-POSS 所有物]型の「所有物」のうち〈身体〉に当てはま
る例が極めて目立つが，このような傾向は属格助詞「의」の省略の可否を巡る問題と関連して注
目に値する。〈身体〉の表現には属格助詞「의」の使用が必須ではない(6.1.2 参照)にも関わらず， 









 所  有  
[所有物(Pe)-所有者(Pr)] [所有者(Pr)-所有物(Pe)]  
 
? 

















































を用いた構文が挙げられる。例えば，「집까지의 거리는 10 미터도 될까 말까 했다（家までの距





業・身分・役割を表す表現であり，その例として「종업원으로 있다（従業員-INS ある）／총각으로 




















                         属性叙述          ◁◁◁   事象叙述 
                 時間性の捨象・付与 
                         
             
                                               いる 
                                                          ある  있다 
                                           もつ  가지다 































































略語  日本語訳 略語  日本語訳 
ABL ablative 奪格 ITER iterative 反復 
ACC accusative 対格 LOC locative 位格 
ADLZ adverbializer 副詞化 MOD modality モダリティ 
ADN adnominal 連体修飾 NEG negative 否定 
ADV adverbial 副詞 NOM nominative 主格 
ADJLZ adjectivalizer 形容詞化 OBL obligation 義務 
AFF affirmative 確言 OPT optative 希求 
ANT anterior 先行 PARA parallel 並立 
ATTR attributive 連体形 PASS passive 受身 
CAUS causative 使役 PAST past 過去 
COM comitative 共格 PL plural 複数 
COMP comparative 比較 POSS possessive 所有格 
COND conditional 条件 POT potential 可能 
CONT continuative 継続 PRF perfect 完了 
COP copula コピュラ PROH prohibitive 禁止 
CV converb 副動詞 PRS present 現在 
DAT dative 与格 PURP purposive 目的 
ESS essive 様態格 QUOT quotative 引用 
EXCL exclamatory 感嘆 REC recollection 回想 
FUT future 未来 RHET rhetorical 反語的 
INTRR interrogative 疑問法 REQ request 勧誘 
HBT habitual 習慣 SFP sentence final particle 終助詞 
HON honorific 敬称 SIM simultanious 同時 
IMP imperative 命令法 TER terminative 到格 
IND indicative 直説法 TOP topic 主題 
INFER inferential 推量 VOL volitional 意志 
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